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特集  上田「桜
おう

花
か

爛
らん

漫
まん

」
昨年12月に放送のNHK・BS熱中夜話「日本の城を語る!」
その中で、お城ファンが選んだ「好きな城ベスト10」で

堂々の第１位に選ばれたのが上田城でした
今年も、全国から1,000台を超える観光バスが訪れる

「上田城千本桜まつり」の季節を迎えます

観
光
物
産
展

　

上
田
の
名
産
品
・
特
産
品
を
数
多
く
取

り
そ
ろ
え
、
に
ぎ
や
か
に
展
示
即
売
し
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
５
日
㈯
〜
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
管
理
事
務
所
前

　

商
工
課　

TEL
23
・
２
１
３
０

２　特集　上田「桜花爛漫」
10　平成20年度当初予算
14　組織改編
16　別所温泉あいそめの湯オープン
18　今月の表紙
　　情報あ・ら・かると（お知らせ）
22　　　　　　　　　（催し）
23　　　　　　　　　（講座・教室）
26　　　　　　　　　（募集）
28　ホット・ボイス、うえだ見聞録
29　キラリ☆輝くこどもたち！
30　四つ葉スケッチ
32　四喜折々
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ふ
る
ま
い
鍋

　

信
州
み
そ
を
使
用
し
た
、
ふ
る
ま
い
鍋

を
配
布
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
５
日
㈯
〜
20
㈰（
予
定
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
管
理
事
務
所
前

臨
時
観
光
案
内
所

　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
観
光
案

内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
５
日
㈯
〜
20
㈰（
予
定
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

東
虎
口
櫓
門
前
特
設
テ
ン
ト

　
　
　
　

観
光
会
館
１
階

観
光
会
館
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー

　

観
光
会
館
２
階
を
無
料
休
憩
所
と
し

て
、
お
茶
を
提
供
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
５
日
㈯
〜
29
日
㈫

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
場
所　

観
光
会
館
２
階

大
旗
披
露

　

真
田
十
勇
士
の
武
将
と
真
田
三
代
デ
ザ

イ
ン
の
大
旗
を
披
露
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
５
日
㈯
〜
29
日
㈫

●
場
所　

大
手
町
通
り

　
　
　
　

上
田
城
跡
駐
車
場

　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８
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地
元
の
文
化
団
体
が
中
心
と
な
っ

て
、「
桜
」や「
城
」な
ど
を
テ
ー
マ
と

し
た
春
の
宴
の
舞
台
に
よ
り
、
千
本

桜
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。な
お
、

出
演
団
体
や
出
演
日
に
つ
い
て
は
、

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

４
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
８
時（
予
定
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
内
特
設
野

外
ス
テ
ー
ジ（
上
田
市
民
会
館
横
）

　

※
雨
天
の
場
合
、
上
田
市
民
会
館

　

大
ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま
す
。

●
出
演
団
体

　

12
日
／
フ
ラ　

プ
ル
メ
リ
ア
、
竹

韻
乃
會
、
真
田
町
舞
踊
連
合
会
、

上
田
民
踊
連
合
会
、
上
田
染
谷
丘

高
校　

舞
踊
班
、
上
小
吟
詠
連
絡

会
、
撥
音
会
、
国
際
音
楽
村「
水

仙
ハ
ー
モ
ニ
ー
」、
鶯イ
ン

と
燕イ
ェ
ン

、
上

小
三
曲
協
会
、籟
洲
流　

六
鳴
会
、

舞
姫
〜
華
〜
、
フ
ラ
メ
ン
コ
サ
ー

ク
ル　

Ｅ
ｌ　

ｔ
ｉ
ｅ
ｍ
ｐ
ｏ
、

Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

－

Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ

ｓ
、
舞
ド
リ
ー
ム
、
ス
タ
ジ
オ
Ｊ

Ｏ
Ｙ
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム（
予
定
）

　

13
日
／
上
田
民
踊
連
合
会
、
武
石

音
頭
・
武
石
小
唄
を
愛
し
保
存
す

る
会
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ン
バ
ー
、
上

田
市
民
謡
連
盟
、
梅
后
流
江
戸
芸

か
っ
ぽ
れ
信
州
上
田
道
場
、
男
性

舞
踊
団「
夢
組
」、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス「
ア
ナ
・
エ
リ
ィ
」、
峯
村
閑
祥

会
、
劇
団
Ａ
Ｃ
Ｔ　

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｚ
、
藤
華

久
三
社
中
、
音
楽
村
ラ
ベ
ン
ダ
ー

ハ
ー
モ
ニ
ー
、
あ
や
ぱ
に
、
音
楽

村
オ
カ
リ
ナ
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
長
野

国
際
ゴ
ス
ペ
ル
フ
ェ
ス
タ
、
宇
田

川
元
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室
、
山
人

島
人
う
〜
ま
く
太
鼓（
予
定
）

　

文
化
振
興
課

　
　

TEL
23
・
６
３
６
１

千
本
桜
ま
つ
り「
遊
芸
の
宴
」

特設ステージで行われる遊芸の宴。
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千
本
桜
ま
つ
り「
伝
統
芸
能
舞ス
テ
ー
ジ台
」

●
日
時　

４
月
12
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
10
分
、
13
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分（
い
ず
れ
も

予
定
）

●
場
所　

上
田
城
跡
駐
車
場
芝
生
広

場

　

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

◇
信
州
上
田
和
太
鼓
競
演

　

上
田
城
南
櫓や
ぐ
ら

・
西
櫓
を
バ
ッ
ク
に
、

市
内
和
太
鼓
８
団
体
に
よ
る
勇
壮

な
合
同
演
奏（
１
日
１
回
公
演
）と

各
団
体
に
よ
る
演
奏
で
す
。

●
出
演
団
体
／
信
州
上
田
真
田
陣
太

鼓
、
信
州
真
田
六
文
銭
太
鼓
、
丸

子
太
鼓
鼓
城
、美
ヶ
原
飛
龍
太
鼓
、

信
州
上
田
原
合
戦
太
鼓
、
三
好
町

「
や
ま
び
こ
太
鼓
」、
上
田
原
古
戦

場
太
鼓
、
信
州
塩
田
平
和
願
太
鼓

　

※
ど
ち
ら
か
１
日
の
出
演
と
な
る

団
体
も
あ
り
ま
す
。

◇
天
地
人
・
正
伝
長
尾
流
躰
術

　

金
沢
工
業
大
学
躰
術
部
に
よ
る
、

戦
国
時
代
か
ら
伝
わ
る
武
芸「
躰

術
」の
披
露
、
１
日
１
回
公
演（
予

定
）。

　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

上田城千本桜ライトアップ
　昨年完成した世界的照明デザイナー・石井幹子氏による「上田城千
本桜ライトアップ」。昼間の豪華絢

けん
爛
らん
さと夜の幻想的な雰囲気との対

比をお楽しみください。
●日時　４月５日㈯～29日㈫日没（午後６時ごろ）～午前０時
●場所　二の丸橋、東虎口櫓門、内堀周辺、けやき並木遊歩道　
　 観光課　TEL23・5408

芝生広場で行われる、
信州上田和太鼓の競演。

上田の新名所となった幻想的なライトアップ。
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上
田
市
は
江
戸
時
代
後
期
の
俳
人

で
、
俳
句
の
改
革
と
上
田
の
庶
民
文

化
を
高
め
た
加か

舎や

白し
ら

雄お

を
生
み
、
白

雄
の
活
動
を
現
在
も
引
き
継
ぐ
豊
か

な
俳
句
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

俳
句
と
い
う
日
本
独
自
の
文
学
に

気
軽
に
ふ
れ
、
上
田
の
自
然
や
上
田

の
文
化
に
よ
り
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
俳
句
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
上

田
に
思
う
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
俳
句
に
し
て
投
か
ん
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

●
投
句
期
間　

４
月
５
日
㈯
〜
27
日

㈰
●
結
果
発
表　

５
月
下
旬

●
授
賞
式　

５
月
31
日
㈯
、
上
田
市

民
会
館
大
会
議
室（
予
定
）

●
特
別
選
者　

黛
ま
ど
か
氏

●
選
者　

桑
原
宏
雄
、
竹
中
龍
青
、

内
川
伝
夫
、
伊
東
い
つ
子
、
秋
山

千
枝
子（
敬
称
略
）

●
投
句
方
法

①
応
募
用
紙
付
チ
ラ
シ
に
よ
る
投

句
／
上
田
城
跡
公
園（
櫓
門
付
近
、

博
物
館
、
加
舎
白
雄
句
碑
前
）、

観
光
会
館
、
上
田
城
跡
駐
車
場
、

岡
崎
酒
造（
柳
町
）、
池
波
正
太
郎

真
田
太
平
記
館
、
上
田
駅
観
光
案

内
所
、
中
央
公
民
館
、
丸
子
文
化

会
館
、
真
田
文
化
会
館
、
武
石
公

民
館
、
真
田
氏
歴
史
館
、
塩
田
の

館
、
塩
田
・
川
西
・
豊
殿
各
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の
投
句
箱

へ
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

②
は
が
き
、
封
書
に
よ
る
投
句

③
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
投
句

●
テ
ー
マ　
「
城
」、「
桜
」

●
投
句
料　

無
料

●
公
表
・
掲
載　

受
賞
作
品（
佳
作

を
除
く
）は
、
①
講
評
を
付
し
公

表
。②
広
報
紙
へ
掲
載
す
る
ほ
か
、

受
賞
作
品
す
べ
て
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
駅
自
由
通
路
へ
掲
示
。
③
別

所
線
の
中
づ
り
広
告
と
し
て
掲
載

す
る（
予
定
）で
す
。

　

文
化
振
興
課
TEL
23
・
６
３
６
１

２
０
０
８
年
さ
く
ら
吟
行
会

●
日
時　

４
月
13
日
㈰

　

受
付　

午
前
10
時
30
分
〜

　

投
句
締
切　

午
前
11
時
30
分
〜

　

句
会　

午
後
1
時
20
分
〜

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
大
会
議
室

●
投
句　

当
日
句
・
三
句
一
組

　
　
　
　

１
０
０
０
円

●
賞　

さ
く
ら
吟
行
会
賞

　
　
　

選
者
特
選
賞
ほ
か

　

加
舎
白
雄
顕
彰
保
存
会
事
務
局

　
（
成
田
）　

TEL
23
・
３
８
０
０

今年も上田城千本桜まつりの最後を飾る「第26回上田
真田まつり」が開催されます。あなたも戦国時代にタ
イムスリップしてみませんか？
●日時　４月29日（火・祝）　午前10時～午後３時
●場所　上田城跡公園陸上競技場、中心商店街、上田
　　　駅お城口

【上田城跡公園陸上競技場】午前11時～午後０時50分
○オープニング太鼓　○獅

し

子
し

舞（房山獅子）
○太鼓演奏　○信州真田鉄砲隊演武
○出陣のろし
○真田武者行列／上田城跡公園陸上競技場→大手町→
中央交差点→（各隊別）→中央交差点
※幸隆隊、昌幸隊、幸村隊に別れて中央商店街を練り
歩きます。

【中央商店街】午前11時～午後３時
○真田みこし　○民踊流し、江戸芸かっぽれ
○ブラスバンド演奏　○「決戦！真田軍VS徳川軍 弐の
章」（寸劇・チャンバラ）

○上田城三の丸帰陣の儀・閉会式
○各商店街イベント
【大手三丁目の夕日ゾーン】午前11時30分～午後３時
○バンド演奏
○子ども広場（昭和の遊び・めんこ・折り紙など）
【上田駅お城口】午前10時～午後２時30分
○上田真田楽市楽座  手作り城下町
○まつり案内所
○太鼓演奏　ほか
【募集】　上田真田まつりの準備・運営に関するボラン
ティアスタッフを募集しています。　

注）
・まつりの内容は一部変更の場合があります。
・陸上競技場では鉄砲隊の演武の際、大きな音がしますので、　
　近隣にお住まいの方はあらかじめご了承ください。
・上田駅お城口駅前広場一般乗降場駐車場は午前８時～午後３
時まで利用できません。市営上田駅お城口第１・２及び温泉
口駐車場（30分無料）をご利用ください。
・当日は市街地が混雑しますので、公共交通機関をご利用くだ
さい。
・ポイ捨て防止条例により、ごみの持ち帰りにご協力ください。

　上田商工会議所業務課　TEL22・4500

第26回上田真田まつり 上
田
城
千
本
桜
俳
句
会

特別選者の黛まどかさん
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上
田
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

シ
ャ
ッ
タ
ー
マ
ン
募
集
！

　

観
光
地
へ

行
っ
た
時
、「
だ

れ
か
に
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
思
っ
た

経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
上
田

市
で
は
、
市
内

の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
訪
れ
た
観

光
客
の
皆
さ
ん
に
声
を
か
け
、
写

真
を
お
撮
り
す
る「
シ
ャ
ッ
タ
ー

マ
ン
！
」を
募
集
し
ま
す
。
任
務

は
、
写
真
を
撮
り
な
が
ら
観
光
客

の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

●
募
集
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
30

日
㈬

●
対
象　

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
が
、
平
日
も
活
動
し
ま
す

の
で
時
間
に
余
裕
の
あ
る
方

●
活
動
場
所　

上
田
・
丸
子
・
真

田
・
武
石
の
全
地
域

●
応
募
方
法　

電
話
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

宮
沢
俊
行
さ
ん
談

（
シ
ャ
ッ
タ
ー
マ
ン
第
１
号
）

　

私
は
県
外
の
観
光
地
へ
行
っ
た

時
に
、
こ
の
場
所
で
写
真
を
撮
り

た
い
な
ぁ
と
思
う
と
、
だ
れ
か
に

お
願
い
し
て
撮
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、「
気
軽
に

声
を
掛
け
て
も
ら
っ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
押
し
て
く
れ
る
人
が
い
れ

ば
い
い
な
ぁ
」と
思
い
、
上
田
城

跡
公
園
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
マ
ン
を
名

乗
り
活
動
し
て
み
た
ん
で
す
。
す

る
と
、
大
変
良
い
反
響
が
あ
っ
た

の
と
同
時
に
、
私
自
身
も
上
田
に

訪
れ
た
方
と
お
話
が
で
き
、「
ま

た
、
来
て
く
だ
さ
い
ね
」と
言
う

と
、
お
客
さ
ん
も
私
も
と
て
も

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
が「
お
も
て
な
し
」な
の

か
と
感
じ
ま
し
た
。
私
と
一
緒

に
、
上
田
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

シ
ャ
ッ
タ
ー
マ
ン
と
し
て
活
動
し

ま
せ
ん
か
。
上
田
市
に
は
、
菅
平

高
原
か
ら
美
ヶ
原
高
原
ま
で
素
晴

ら
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
市
内
全
地
域
か
ら
仲
間
を
募

集
し
ま
す
。
き
っ
と
素
晴
ら
し
い

出
会
い
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま

す
。
地
域
づ
く
り
の
主
人
公
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
で
す
。
み
ん
な

で
観
光
客
を「
お
も
て
な
し
」し
ま

し
ょ
う
！

　

観
光
課

　
　

TEL
23
・
５
４
０
８

「上田城千本桜」で上田ブランド商品を開発してみませんか？
　市所有の商標「上田城千本桜」を活用し、和菓子・洋菓子・地酒・お茶などの製品（商品）の開発を推進しています。
部類は以下のとおりです。商標「上田城千本桜」を使って、上田ブランド商品を開発しましょう。
●部類・第30類（茶、和菓子、洋菓子、パン、調味料）・第32類（ビール、清涼飲料水、果実飲料）
　　　・第33類（日本酒、洋酒、果実酒）・第42類（ロゴデザインの考案）
●申請方法　商標使用申請と申込方法は、観光課までお問い合わせください。
●使用料　商標使用料は発生しません。
　 観光課　TEL23・5408

�



「
う
え
だ
の
四
季
」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
展
示
会

　

平
成
19
年
度「
う
え
だ
の
四
季
」写

真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
を
展
示

し
ま
す（
入
場
無
料
）。

●
日
時
／
場
所　

４
月
28
日
㈪
〜
５

月
1
日
㈭
／
松
尾
町
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
５
月
２
日
㈮
〜
９
日
㈮

／
上
田
創
造
館
２
階
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル（
大
）、
い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

商
工
課
、
観
光
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０

　
　
（
内
線
１
４
４
２
・
１
４
２
４
）

開
館
10
周
年
記
念

大
坂
の
陣〈
冬
〉展

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
は
、

今
年
開
館
10
周
年
。こ
れ
を
記
念
し
、

春
の
企
画
展
で
は
、
開
館
10
周
年
記

念
特
別
企
画
展『
大
坂
の
陣〈
冬
〉－

池
波
正
太
郎「
真
田
太
平
記
」の
背
景

－

』を
開
催
し
ま
す
。

　

５
月
17
日
㈯
か
ら
、
大
阪
城
天
守

閣
の
特
別
協
力
に
よ
り「
真
田
幸
村

所
用
の
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

」な
ど
、
貴
重
な
資
料

を
展
示
し
ま
す
。

●
期
間

　

４
月
５
日
㈯
〜
６
月
29
日
㈰

●
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６

時（
入
館
は
５
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記

館

●
入
館
料　

一
般
３
０
０
円
、
高
・

大
学
生
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円（
市
内
小
中
高
生
は
無

料
）、
団
体
・
障
害
者
割
引
あ
り
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

幸
村
ま
つ
り

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
で

は
、
開
館
10
周
年
・
春
の
特
別
企
画

展
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
春
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て「
幸
村
ま
つ
り
」を
開
催
し

ま
す
。
大
阪
の
た
こ
焼
き
・
お
好
み

焼
き
の
出
店
、
城
下
町
の
市い
ち

な
ど
、

お
祭
広
場
を
開
設
し
ま
す
。

●
期
日

　

４
月
28
日
㈪
・
29
日（
祝
・
火
）

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記

館
臨
時
駐
車
場（
原
町
・
平
林
堂

書
店
横
）

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

四
季
の
つ
る
し
飾
り

　

江
戸
時
代
後
期
の
上
田
地
方
で
、

３
月
の
節
句
の
雛ひ
な

飾
り
用「
つ
る
し

も
の
」を
贈
る
風
習
に
ち
な
ん
だ「
四

季
の
つ
る
し
飾
り
」展
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、「
夢
さ
が
し　

ま
ち
な

か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」と
し
て
市
内

の
い
く
つ
か

の
店
舗
に
も

つ
る
し
飾
り

を
飾
っ
て
い
ま

す
の
で
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

４
月
５
日
㈯
〜

27
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

●
場
所　

旧
石
井

鶴
三
美
術
館（
観
光

会
館
隣
り
）

●
鑑
賞
料　

無
料

　

信
州
上
田
雛
の
会

　
　

TEL
24
・
２
４
１
５

Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'08

　

上
田
市
で
活
動
実
績
の
あ
る
、
活

躍
中
の
高
校
生
か
ら
大
人
ま
で
の
、

幅
広
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ラ
イ

ブ
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
13
日
㈰
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
５
時

●
場
所　

上
田
駅
お
城
口
水
車
前

　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

み
こ
し
の
奉
納

（
上
田
神
輿
協
議
会
）

　

上
田
神
輿
協
議
会
に
よ
る
、
み
こ

し
の
奉
納
。
途
中
、
観
光
客
の
皆
さ

ん
へ
紅
白
団
子
を
振
舞
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
13
日
㈰
正
午
か
ら
宮

だ
し

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園

　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部

演
奏
会「
桜
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

上
田
市
内
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
ご
堪た
ん

能の
う

く
だ

さ
い
。

●
日
時　

４
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
０
時
30
分

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
芝
生
広
場

　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

昨年の「ミュージックフェスティバル」から昨年の「市内中学校吹奏楽部演奏会」から

�



依田川の桜堤防
　依田川堤防沿いの桜並木は、覆い茂る枝がまるで桜のトンネ
ル。春の風に吹かれながら500ｍほど続く並木道を散策すると、
懐かしい丸子鉄道時代の電気機関車が展示されています。４月
中旬から５月上旬には川幅いっぱいに100匹の鯉

こい
のぼりが泳ぎま

す。写真愛好家も訪れる、すばらしい桜並木がご覧になれます。
●見ごろ　４月中旬～５月上旬
　 産業観光課　TEL42・1048

岩谷堂観音・義仲桜
　依田川畔の断がいに建つ朱塗りの山寺「岩谷堂観音」。樹齢
800年の名木「義仲桜」があります。春には桜100本、花桃50本、
つつじ300本が咲き誇る地域の名所。信濃三十三観音霊場、中
部四十九薬師霊場の札所でもあり、木曽義仲が戦勝祈願したこ
とでも有名です。
●見ごろ　４月中旬～５月上旬
　 産業観光課　TEL42・1048

長谷寺のシダレザクラ
　長谷寺は、真田幸隆が開山した真田氏の菩提寺で、幸隆夫妻
と昌幸の墓があります。六文銭が刻まれたアーチ型の石門を覆
うように、樹齢 150 年のシダレザクラが咲き誇ります。
●見ごろ　４月下旬～５月上旬
　 産業観光課　TEL72・2204

信綱寺の桜
　信綱寺の創建は室町期で、その後、真田昌幸が長兄信綱の位

い

牌
はい

所としました。真田信綱夫妻の墓があります。4月下旬、真
田氏ゆかりの信綱寺の黒門の桜が見ごろを迎えます。
●見ごろ　４月中旬～下旬
　 産業観光課　TEL72・2204

信広寺のしだれ桜
　信広寺しだれ桜は、今から約 120 年前、時の住職が植えたと
伝えられる桜で、この地方では珍しい大木です。目通りの幹周
りは約３ｍ、樹高は約 15 ｍあり、武石地域では最も大きいし
だれ桜です。
●見ごろ　４月下旬～５月初旬
　 産業観光課　TEL85・2828

�



7億4,308万円（1.3％）

市の全般的な事務
のために

福祉や子育て事業
のために

ごみ処理や健康づ
くりなどのために

農業・林業の振興
のために

商工観光業の振興
のために

道路や河川などの
整備のために

防災・消火・救急
のために

子どもたちの教育
などのために

借りたお金の返済
のために

議会費・労働費・
予備費

特別会計 約317億円 ★特別会計とは、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にする
ために一般会計と分けて整理する会計です。

事業名 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 増減率 事業のあらまし

土地取得事業 4億円 4億円 0 0% 土地の取得に関する事業

塩田有線放送電話事業 3,846万円 4,177万円 △ 331万円 △ 7.9% 塩田有線放送の管理運営、広報事項の伝達などの事業

交通災害共済事業 6,302万円 6,528万円 △ 226万円 △ 3.5% 会員が万一交通事故にあった時、見舞金を支払う助け合いの制度の運営

同和地区住宅新築資金等
貸付事業　　　　　　 7,370万円 8,135万円 △ 766万円 △ 9.4% 住宅新築資金などの貸付事業

国民健康保険事業 153億1,615万円 153億7,359万円 △ 5,743万円 △ 0.4% ０～74歳までの方で、自営業など他の健康保険に加入されていない方のための医療保険事業

老人保健事業 20億2,476万円 159億2,617万円 △139億 141万円 △ 87.3% 高齢者（75歳以上）の方への医療費給付事業（平成20年３月以前の診療分のみ）

後期高齢者医療事業 16億 161万円 0 16億 161万円 皆増 高齢者（75歳以上）及び65歳以上で一定の障がいがある方を対象とした医療制度

介護保険事業 115億6,969万円 114億7,470万円 9,499万円 0.8 % 介護が必要となった方への保険給付事務、介護予防サービスなどの事業

社会福祉授産事業 7,363万円 7,283万円 80万円 1.1 % 障がいを抱えた方一人ひとりの能力や希望に沿った就労の支援事業　（上田・武石の２事業所）

駐車場事業 1億8,946万円 1億8,364万円 582万円 3.2 % 上田駅お城口・温泉口にある市営駐車場の管理運営事業

市街地再開発事業 2億2,626万円 2億1,434万円 1,192万円 5.6 % 上田駅前ビル「パレオ」の管理事業など

武石診療所事業　　 1億4,413万円 1億6,199万円 △ 1,785万円 △ 11.0% 24時間往診体制をとっている公立の診療所（内科・外科など）事業

特　別　会　計　合　計 317億2,086万円 439億9,566万円 △122億7,479万円 △27.9%

　

平
成
20
年
度
当
初
予
算
が
、
３
月
市
議
会
定
例
会
で
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
市
町
村
の
合
併
以
来
、
総
額
は
初
め
て
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
度
で
実
施
し
た
地
域
振
興
基
金
の

積
み
立
て
分
18
億
円
余
を
除
い
て
比
較
す
る
と
、
実
質
は
２
・
５
％
増
の
積
極
的
な
予
算
編
成
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
は
、
市
町
村
合
併
に
伴
っ
て
策
定
し
た
第
一
次
上
田
市
総
合
計
画
の
初
年
度
に
あ
た
り
各
地
域
の
実
情
を

考
慮
し
、
広
範
囲
な
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
観
光
や
子
育
て
支
援
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
な
ど
に
優
先
配
分
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
り
、
政
策
判
断
を
求
め
る
新
規
事
業
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
伺

う
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
感
想
を
参
考
に
し
な
が
ら
担
当
課
で
十
分
に
検
討

し
施
策
・
事
業
の
決
定
を
行
い
ま
し
た
。
査
定
結
果
や
検
討
の
経
過
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

★一般会計とは、市民に密着した福祉や教育、道路
や公園の整備など、市政の基本となる会計です。

◇真田、武石地域の上下水道に係る５つの特別会計については、企業会計（水道事業・公共下水道事業・農業集落排水事業）へ移行しました。
（注）表示単位未満を四捨五入しているため、合計額等は一致しない場合があります。

　 財政課　TEL23・5113

67億4,818万円
（11.0％）

152億3,640万円
（25.0％）

38億3,075万円
（6.3％）

30億6,220万円（5.0％）
45億3,593万円
（7.4％）

104億8,946万円
（17.2％）

54億3,736万円
（8.9％）

94億5,495万円
（15.5％）

74億4,522万円
（12.4％）

145億2,755万円
（24.2％）

38億2,811万円（6.4％）

31億2,578万円（5.2％）

40億8,302万円（6.8％）

104億1,912万円
（17.4％）

53億9,394万円
（9.0％）

87億2,196万円
（14.6％）

16億774万円（2.7％） 15億582万円（2.5％）

56億6,498万円
（9.3%）

154億3,085万円
（25.4%）

39億6,383万円（6.5%）

29億3,363万円（4.8%）
43億1,377万円
（7.1%）

112億9,309万円
（18.6%）

62億9,077万円
（10.4%）

84億8,088万円
（14.0%）

15億8,619万円（2.6%）

7億5,923万円（1.2％）

平成18年度
599億2,098万円

平成19年度
610億6,028万円
（対前年度比　+1.9％）

平成20年度
607億107万円
（対前年比△0.6％）

になりました。

◎平成20年度特別会計予算一覧

に

��



）

 

208億9,254万円
（34.9％）

224億8,338万円
（36.8％）

117億円
（19.2％）

64億5,856万円
（10.6％）

59億2,610万円
（9.7％）

37億4,460万円（6.1％）

25億2,769万円（4.1％）

82億1,995万円
（13.5％）

126億円
（21.0％）

60億471万円
（10.0％）

54億9,330万円
（9.2％）

37億4,251万円（6.2％）
19億7,794万円（3.3％）

92億998万円
（15.4％）

225億8,659万円
（37.2%）

117億円
（19.3%）

66億4,679万円
（11.0%）
50億1,410万円
（8.3%）

39億5,708万円（6.5%）

26億6,451万円（4.4%）

81億3,200万円
（13.3%）

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他
7億6,854万円（1.3％）

【歳出】

市 税

皆さんから納めて
いただく市民税や
固定資産税など

地 方 交 付 税

国税（所得税や法人
税など）として集め
られた財源のうち、
市に再配分される
お金（地方固有の財
源）

諸 収 入

貸付金の元利収入、
預金の利子、雑収入
など

市 　　　 債

道路や学校などを
整備するために、国
や金融機関などか
ら借入れるお金

国 庫 支 出 金

福祉援助や道路建
設など国から交付
されるお金

県 支 出 金

市が行う特定の事
業に対して県から
交付されるお金

そ の 他

保育料など特定の
サービスを受けた
方々からいただく
お金や、国や県から
一定の割合で配分
されるお金

【歳入】平成18年度
599億2,098万円

平成19年度
610億6,028万円
（対前年度比　+1.9％）

◎市債の年度末現在高見込額
平成19年度末 平成20年度末

　 一般会計 725億6,006万円 705億1,087万円

　 特別会計 24億2,016万円 19億9,740万円

◇企業会計 977億1,946万円 925億 41万円

◇企業会計の平成19年度末残高には真田・武石地域の移行した５つの特別
　会計分を含みます。

◎基金の年度末現在高見込額（普通会計）
平成19年度末 平成20年度末

財政調整基金 29億6,363万円 21億6,363万円

減債基金 20億5,931万円 15億5,931万円

その他特定目的基金 91億6,890万円 90億3,650万円

定額運用基金 22億5,217万円 22億5,043万円

合　　計 164億4,401万円 150億　987万円

◎平成20年度企業会計予算一覧
企　業　会　計　名 予算額

真田有線事業
収益的支出 5,748万円

資本的支出 915万円

産院事業
収益的支出 3億5,071万円

資本的支出 737万円

水道事業
収益的支出 27億2,637万円

資本的支出 26億4,806万円

公共下水道事業
収益的支出 52億3,598万円

資本的支出 78億8,610万円

農業集落排水事業
収益的支出 14億4,435万円

資本的支出 10億5,626万円

企　業　会　計　合　計 214億2,182万円

市債・基金 企業会計 約214億円
★企業会計とは、水道料金などの収益によって運営される独立採算
の会計です。

○収益的支出
　　職員の人件費、施設の維持管理費、減価償却費など経営活動に
　　必要な経費

○資本的支出
　　施設の整備・投資にかかる費用や借入金の償還金などの費用

○財政調整基金
　　災害など不測の事態や将来の大きな事業に備えて、
　　財政の健全な運営のため積み立てる基金

○減債基金
　　公債費の償還を計画的に行なうための基金

○定額運用基金
　　土地の取得など特定の目的のために定額の資金を
　　運用する基金（例：土地開発基金）

平成20年度
607億107万円
（対前年比△0.6％）

平成20年度の一般会計予算額は、約607億円  
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上田城千本桜事業……………………………………… 2,129万円
新技術等開発事業補助金……………………………… 2,000万円
鹿教湯温泉健康センターグレードアップ事業……… 1,150万円
信州上田夏まつり事業負担金……………………………600万円
池波正太郎真田太平記館　開館10周年記念事業負担金
　　　　　　　　　　 ………………………………590万円
◆真田の郷・菅平高原PRパンフレット作成事業【地域予算（真田）】
　　　　　　　　　　 ………………………………400万円
中心市街地活性化基本計画（上田地区）策定事業………340万円

土木費
市道新設改良事業（神畑原峠線ほか） …………… 15億9,846万円
街路整備事業（中常田小牧線ほか） ……………… 9億8,385万円
交通安全施設整備事業（小島手塚線ほか） ……… 2億2,925万円

市営住宅改修事業（下水道接続ほか） …………… 1億1,627万円
交通運輸対策事業（別所線・しなの鉄道対策） …… 1億1,599万円
バイパス整備関連事業（染屋台地区） …………… 1億1,000万円
都市公園整備事業（信州国際音楽村周辺公園） ………… 6,100万円
住宅・建築物耐震改修促進事業…………………………825万円
公共サイン整備計画策定事業……………………………300万円

消防費
耐震性貯水槽新設及び消火栓新設工事……………… 2,809万円
消防団小型動力ポンプ更新…………………………… 2,500万円
消防施設管理（消火栓付属器具等の購入ほか） ………… 1,209万円
新市統一デザイン消防団員活動服貸与…………………761万円

教育費
塩田中学校改築事業……………………………… 9億6,465万円
小中学校施設整備事業…………………………… 4億 64万円
小中学校教育用コンピュータ整備運営事業…… 1億4,282万円
川辺小学校プール改築事業……………………… 1億4,000万円
丸子学校給食センター移転改築事業…………… 1億2,001万円
丸子文化会館舞台機構設備更新……………………… 5,300万円
児童生徒相談援助事業………………………………… 5,232万円
武石テニスコート整備事業…………………………… 4,500万円
上田文化会館ワイヤーロープ・吊物制御装置更新… 1,600万円
上田城跡公園　陸上競技場第4種公認取得改修工事等
　　　　　　　　　　 ………………………………863万円
小中学校標準学力検査……………………………………639万円
総合型地域スポーツクラブ運営事業……………………510万円
不登校児童生徒支援ネットワーク整備事業……………220万円
海外ホームステイ交流事業補助金………………………204万円
AED購入費 …………………………………………………168万円
長福寺銅造菩薩立像防災設置工事補助金……………… 95万円
日中友好中学生卓球交流大会負担金…………………… 20万円

公債費
市債の元利償還金………………………………… 84億6,838万円

○全国各地の地方公共団体の財政状況の悪化が表面化している背景もあり、平成19年６月に「地方公共団体の健全
　化に関する法律」が制定されました。財政健全化法により、次の四つの指標で財政の健全性を判断します。

①実質赤字比率　　　⇒　毎年度の収入に占める一般会計と特別会計（公営事業会計を除く）の赤字の割合
②連結実質赤字比率　⇒　毎年度の収入に占める全会計の赤字総額の割合
③実質公債費比率　　⇒　毎年度の収入などに占める公債費の割合
④将来負担比率　　　⇒　毎年度の収入などに占める自治体が将来負担する可能性のある債務の割合

●四つの指標は、平成19年度決算からお知らせしていきます。

地方公共団体の財政の健全化について

信州上田夏まつり

街路整備事業（中常田小牧線）
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人口：160,988人
（平成20年2月1日現在）
　
一般会計の歳出を人口で割ると

市民一人あたり約37万7,000円
です。
主な費目を紹介すると右のように
なります。

総務費
防災行政無線設備整備（デジタル移動通信システム整備）事業
　　　　　　　　　　…………………………… 4億4,113万円
地図情報システム整備事業…………………………… 7,300万円 
◆わがまち魅力アップ応援事業補助金【地域予算（各地域共通）】
　　　　　　　　　　 …………………………… 4,380万円
交流・文化施設検討委員会…………………………… 1,167万円

民生費

長野県後期高齢者医療広域連合負担金（医療費分）
　　　　　　　　　　 ……………………… 12億7,956万円
福祉医療費給付事業（市単独事業の拡充） ……… 5億8,241万円
民間保育所助成事業（一部市単独事業で継続） …… 1億2,136万円
小規模高齢者介護施設整備事業……………………… 4,150万円
◆武石児童館整備事業【地域予算（武石）】 …………… 4,070万円
中国残留邦人生活支援給付事業……………………… 2,531万円
地域子育て支援拠点事業（広場開設時間等の拡充） …… 1,338万円
子ども医療費給付事業
（小学校1～6年生までの入院費用を市が負担） …………… 1,334万円
病児・病後児保育事業……………………………………821万円
認可外保育施設助成事業（一部市単独事業で継続） ………780万円
盲導犬貸与事業……………………………………………189万円
うえだ安心ネット構築事業……………………………… 44万円

衛生費

新市指定袋製作配送委託料…………………………… 8,238万円
資源物回収促進交付金………………………………… 5,845万円
妊婦一般健康診査委託料……………………………… 5,830万円
後期高齢者健診事業…………………………………… 4,708万円
基幹保健センター建設事業…………………………… 3,200万円
ＭＲ（中1・高3）個別予防接種事業 …………………… 2,192万円
太陽光発電・太陽熱高度利用システム補助金……… 1,728万円
周産期医療緊急対策事業…………………………………576万円
資源物回収用具収納施設設置費補助金…………………495万円
肺がんラセンCT検査事業 ………………………………460万円
雨水貯留施設設置費補助金………………………………200万円
生ごみ堆肥化処理モデル事業……………………………150万円

労働費
勤労者住宅建設資金・生活資金融資預託金…… 1億3,500万円
市民プラザ・ゆう各種講座等事業……………………… 96万円
若者就職支援事業委託料………………………………… 36万円

農林水産業費
松くい虫防除対策事業…………………………… 1億5,291万円
基盤整備促進事業　……………………………… 1億 580万円
ふるさと農道緊急整備事業…………………………… 5,040万円
中山間地域農業直接支払事業………………………… 3,024万円
地籍調査事業…………………………………………… 2,914万円
有害鳥獣防除対策事業………………………………… 1,402万円
農地流動化促進奨励金交付事業……………………… 1,000万円
美ヶ原高原レンゲツツジ育苗事業………………………288万円
県営基幹水利施設ストックマネジメント事業…………225万円
地産地消推進事業負担金…………………………………152万円

商工費
中小企業金融対策事業…………………………… 33億7,609万円
商工業団体支援事業…………………………………… 5,800万円
菅平高原スポーツランド陸上競技場公認継続整備事業
　　　　　　　　　　 …………………………… 3,123万円

市民一人あたりでみると・・・
総務費

35,189円

民生費

95,851円

衛生費

24,622円

農林水産業費

18,223円

土木費

70,149円

消防費

9,853円

教育費

39,076円

公債費

52,680円

商工費

26,796円

※その他の費目
　＝議会費、労働費、
　　予備費の合計
　　　　　　4,616円

一般会計の主な使いみち ◆地域予算とは、地域内分権を推進する過程として、地域協議会の
意見を聞きながら地域要望を実現するための予算です。

子育て支援（病児保育センター）
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◇
主
な
課
の
改
正
点
◇

【
交
流
・
文
化
施
設
建
設
準
備
室
】

（
新
設
） 

本
庁
舎
３
階

　

Ｊ
Ｔ
上
田
工
場
跡
地
に
建
設
を
予
定
し
て

い
る
交
流
・
文
化
施
設
の
整
備
な
ど
に
つ
い

て
、
市
民
の
声
を
集
約
し
総
合
調
整
を
図
る

た
め
設
置
し
ま
す
。

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
１
１
７
）

【
契
約
課
】

（
新
設
） 

西
庁
舎
２
階

　

一
般
競
争
入
札
の
本
格
実
施
を
見
据
え
、

契
約
業
務
に
特
化
し
た
課
を
設
置
し
ま
す
。

TEL
23
・
５
２
５
７　

FAX
23
・
５
１
１
６

【
生
活
環
境
課
】

（
場
所
の
変
更
） 

本
庁
舎
２
階

　

本
庁
舎
１
階
か
ら
、
２
階
に
場
所
が
移
り

ま
す
。

【
福
祉
課
】

（
窓
口
の
変
更
） 

南
庁
舎
１
階

　

や
ぐ
ら
下
庁
舎
の
子
育
て
・
子
育
ち
支
援

課
で
行
っ
て
い
る「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」等

の
事
務
を
、
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め

福
祉
課
に
窓
口
を
移
し
ま
す
。

【
観
光
課
】

（
場
所
の
変
更
） 

観
光
会
館
２
階

　

本
庁
舎
２
階
か
ら
、
観
光
案
内
機
能
を
強

化
す
る
た
め
、
観
光
の
拠
点
と
な
る
上
田
城

に
隣
接
す
る
観
光
会
館
の
２
階
に
場
所
を
移

し
ま
す
。

TEL
23
・
５
４
０
８　

FAX
23
・
７
３
５
５

【
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー　

税
務
課
】

（
廃
止
・
移
管
）

　

課
税
の
統
一
性
・
公
平
性
を
図
る
た
め
、

家
屋
及
び
土
地
の
評
価
業
務
を
本
庁
に
集
約

平成20年度組織改正

現
在
の
上
田
市
が
抱
え
る
課
題
に
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
組
織
を
目
指
し
て
組
織
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
業
務
へ
の
対
応
、
課
税
業
務
の
公
平
性
・

統
一
性
確
保
を
図
る
た
め
の
本
庁
集
約
、
事
務
の
効
率
性
を
重
視
し
た
係
の
統
廃
合
や

事
務
分
掌
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

変
更
と
な
る
主
な
組
織
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
役
所
が  

変
わ
り
ま
す
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　 行政管理課　TEL23・5332

　観光課、上田観光コンベンション協会、信州上田フィルムコ
ミッション、上田市産業開発公社の各事務局が、４月１日に市
役所本庁舎から上田城二の丸橋前の上田市観光会館２階へ移転
しました。市民や観光客の皆さんには、観光案内や休憩所と
してご利用いただけます。

◇観光会館の利用時間及び休館日◇
１階（売店、喫茶店、食堂、休憩所）
●利用時間　午前９時～午後５時
　※食堂　営業時間／午前11時～午後５時
　　　　　オーダーストップ／午後４時
●休館日　12月29日～１月３日
２階（観光案内、休憩所）
●利用時間　午前８時30分～午後６時
●休館日　土日・祝日及び12月29日～１月３日

　長年ご利用いただいた２階会議室・展示室の貸し出しについては、３
月末をもって終了しました。ご利用ありがとうございました。
　上田城千本桜まつり期間中（４月５日～４月29日）は、土・日・祝日を
含む午前８時30分～午後８時まで２階観光案内及び休憩所をご利用いた
だけます。皆さんのご来館をお待ちしています。

上田市観光会館へ観光課などが移転します

し
、
税
務
課
は
廃
止
し
ま
す
。

　

な
お
、
税
務
に
つ
い
て
の
相
談
や
収
納
業

務
は
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
課

が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

【
上
下
水
道
局　

経
営
管
理
課
・
サ
ー

ビ
ス
課
】

（
新
設
） 

北
庁
舎
１
階

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
及
び
効
率
的
な
公
営

企
業
経
営
を
図
る
た
め
、「
営
業
課
」を「
経

営
管
理
課
」と「
サ
ー
ビ
ス
課
」に
再
編
し
ま

す
。

経
営
管
理
課　

TEL
22
・
４
１
０
０

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
８
５
２
）

サ
ー
ビ
ス
課　

TEL
22
・
１
３
１
３

◇
主
な
係
の
改
正
点
◇

【
秘
書
課　

広
報
・
広
聴
係
】

（
場
所
の
変
更
） 

南
庁
舎
５
階

　

積
極
的
な
行
政
情
報
の
発
信
の
た
め
、
10

月
の
市
政
放
送
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
局
の
準

備
な
ど
に
備
え
場
所
を
移
し
ま
す
。

TEL
22
・
４
１
０
０

（
内
線
１
１
１
５
・
１
１
１
６
）

FAX
23
・
５
２
４
１

【
健
康
推
進
課　

地
域
医
療
係
】

（
新
設
） 

南
庁
舎
３
階

　

地
域
医
療
提
供
体
制
の
確
立
に
向
け
た
取

り
組
み
に
対
応
す
る
た
め
設
置
し
ま
す
。
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・
４
１
０
０（
内
線
１
３
６
９
）

【
国
保
年
金
課　

後
期
高
齢
者
医
療

係
】

（
新
設
） 

本
庁
舎
１
階

　

新
規
事
業
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
対

応
す
る
た
め
設
置
し
ま
す
。

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
３
６
７
）

【
会
計
課　

丸
子
・
真
田
・
武
石
会
計
係
】

（
廃
止
）

　

丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

の
会
計
係
を
廃
止
し
、
会
計
事
務
を
会
計
課

に
集
約
し
ま
す
。

　

会
計
係
で
行
っ
て
い
た
会
計
業
務
は
、
各

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
市
民
生
活
課
が
窓
口

と
な
り
ま
す
。

　 観光課　TEL23・5408
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新しい日帰り温泉施設として、
別所温泉あいそめの湯（新相染閣）が
オープンします。
皆さんのお越しをお待ちしています。

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯（
新
相
染
閣
）

５
月
２
日
㈮
午
前
10
時
オ
ー
プ
ン
!!

新
相
染
閣
の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た
。

施
設
が
新
し
く
な
る
の
に
併
せ
て
名
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
合
計
２
２
９
通
も
の
作
品

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
市
長
や
関
係
者
の
方
々
が
、
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
末
永
く
愛
さ
れ
る
よ
う
に
と「
別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯
」と
い
う
愛
称
を
決
定
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●入館料
一般 小中学生

１回券 500円 １回券 250円

回数券（11回券） 5,000円 回数券（11回券） 2,500円

半年券 18,000円 半年券 9,000円

年間券 35,000円 年間券 17,000円

未就学児童 無料

障害者手帳などをお持ちの方 250円

●営業時間　午前10時～午後10時
●休館日　毎月第２・第４月曜日（祝日の場合は、翌日が休館日になります）

★
あいそめの湯

別所温泉駅

上田電鉄別所線

至上田大橋 至古舟橋

至平井寺

至上田駅

※年間券には、お得な家族割引制度があります。
　同一世帯の２人目から大人10,000円引き、小中学生5,000円引きになります。
※回数券、半年券、年間券は、室賀温泉ささらの湯、真田温泉ふれあいさなだ館、
　武石温泉うつくしの湯もご利用になれます。

《温泉》
・源泉の温度  50.9℃
・温泉の成分  単純硫黄温泉（低張性アルカリ性高温泉）
・ 効能（浴用）  神経痛、筋肉痛、五十肩、運動麻痺、関節のこわばり、うちみ、
くじき、慢性消化器病、痔疾、冷え症、病後回復期、疲労回復、健康増進

国道143号

鹿教湯別所上田線

別所温泉駅下車徒歩１分

内風呂イメージ

至青木村
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◆室賀温泉ささらの湯とクアハウスかけゆの休館日が４月から変わります◆
ささらの湯は毎週木曜日から第２、第４木曜日に、クアハウスかけゆは毎週火曜日から第２、第４火曜日に休館日が
変わります。皆さんのお越しをお待ちしています。　

　室賀温泉ささらの湯　TEL31・1126　クアハウスかけゆ　TEL44・2131

露天風呂

露天風呂

浴室

岩盤浴

岩盤浴

浴室

脱衣場

脱衣場

足湯
玄関

ラウンジ

事務室

売店

大広間
個室個室

多目的ホール

WC
WC

【芝生広場】
芝生の上で弁当をひろげたり、日光浴
を楽しんだり、家族やグループで、ゆっ
たりした時間を過ごせる憩いの広場で
す。

【個室、多目的ホール】
和室が２部屋（14畳、12畳）とフロー
リングの多目的ホールがあります。
会議や研修、イベントなどにご利用
ください。
専用室使用料

利用時間
　／専用
室名

午前
（３時間）

午後
（４時間）

夜間
（５時間）

昼間
（７時間）

超過時間
１時間に
つき午前10時～

午後１時
午後１時～

５時
午後５時～

10時
午前10時～
午後５時

ホール 5,950円 7,950円 9,950円 11,600円 2,390円
個室1 650円 870円 1,080円 1,260円 260円
個室2 540円 730円 910円 1,060円 210円

【岩盤浴】
発汗作用で新陳代謝が良くな
り、健康増進に役立ちます。利
用には入館料のほかに別途料金
が必要です。
一般・小中学生共通（専用の浴
衣、バスタオル、フェイスタオ
ル付）
1回券 500円

回数券（11回券） 5,000円

【内風呂、露天風呂】
上田市街地を眺望しながらお湯
につかって、心と体をゆったり
と癒してください。

【福祉風呂】
介助が必要な方のためのお風

ふ

呂
ろ

です。事前に予約してからご利
用ください。

【大広間、ラウンジ】
湯上がりのひとときやお仲間と
のおしゃべりを楽しみながら、
ゆっくりおくつろぎください。

【ウオーキングコース】
健康づくりにご活用ください。汗
をかいた後は、ゆっくり温泉につ
かって疲れを癒しましょう。

あいそめの湯館内案内図
　 健康推進課　TEL23・8244

【足湯】
無料でご利用になれま
すので、お気軽にお立
寄りください。

ラウンジ周辺のイメージ

��



Information A La Carte

お
知
ら
せ

A La CarteInformation

妊
婦
健
康
診
査
公
費
負
担
の

拡
大
に
伴
う
手
続
き
を

　

４
月
１
日
か
ら
妊
婦
健
康
診
査
公
費
負

担
の
回
数
を
２
回
か
ら
５
回
に
拡
大
し
ま

す
。
３
月
31
日
ま
で
に
、
妊
娠
届
出
を
し

て
い
る
方
で
も
、
４
月
１
日
の
時
点
で
妊

娠
９
か
月（
35
週
６
日
）ま
で
の
妊
婦
さ
ん

（
４
月
30
日
以
降
に
出
産
予
定
の
方
）に
対

し
て
は
、
新
し
い
受
診
票
で
該
当
す
る
健

診
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
に
よ
り
受
診

票
の
差
し
替
え
ま
た
は
交
付
を
し
ま
す
。

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
・
差
替
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
30

日
㈬
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
日
・

祝
日
は
除
く
）

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
３
階
健
康
推
進

課
、
丸
子
・
真
田
・
武
石
各
保
健
・
健

康
セ
ン
タ
ー
母
子
健
康
手
帳
発
行
窓
口

●
交
付
時
に
必
要
な
持
ち
物　

母
子
健
康

手
帳
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査
受
診
票
が

未
使
用
の
場
合
は
、
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

高
等
学
校
通
学
費
等

補
助
金

真田・武石
地域限定

　

対
象
地
域
か
ら
高
等
学
校
な
ど
に
通
学

す
る
、
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
３
年
間

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
真
田
・
武
石
の
地
域
教
育
事

務
所
学
校
教
育
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
対
象　

真
田
地
域
／
菅
平
・
大
洞
・
渋

沢
・
上
大
日
向
・
宮
前
・
松
井
新
田
・

入
軽
井
沢
・
大
倉
・
三
島
平
・
穴
沢
地

域
、
武
石
地
域
／
全
域

●
提
出
場
所　

住
所
地
の
地
域
教
育
事
務

所
の
学
校
教
育
係
窓
口
へ
。

●
申
請
締
切　

４
月
25
日
㈮

　

真
田
地
域
教
育
事
務
所

　
　

TEL
72
・
２
６
５
５

　
　

武
石
地
域
教
育
事
務
所

　
　

TEL
85
・
２
０
３
０

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の

出
張
料
を
助
成
し
ま
す

　

外
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
在
宅
の
高
齢

者
の
方
に
、
理
美
容
師
が
訪
問
す
る
際
の

出
張
料
金
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
独
居

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
要
介

護
３
以
上
と
認
定
さ
れ
た
方
。

●
利
用
回
数
限
度　

年
間
一
人
６
回
ま
で

（
申
請
月
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

※
な
お
、
各
理
美
容
料
金（
カ
ッ
ト
代
な

ど
）は
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
方
法　

市
役
所
高
齢
者
介
護
課
ま

た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉

課
窓
口
に
あ
る
申
請
書
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
印
鑑
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
決
定
し
た
方
に
は
利
用
券
を
発

行
し
ま
す
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
３
１

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

身
体
障
害
者
の
方
に

住
宅
改
修
費
の
一
部
を
補
助

　

浴
室
、
台
所
、
洗
面
所
、
玄
関
、
階
段

な
ど
の
整
備
で
障
害
者
の
方
が
常
時
使
用

す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
対
象　

①
〜
④
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　

①
市
内
在
住
で
、
下
肢
・
体
幹
・
視
覚

の
機
能
障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜

３
級
の
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
未
満

の
方
、
②
過
去
に
住
宅
改
修
費
の
制
度

を
利
用
し
て
い
な
い
方
、
③
市
税
等
に

滞
納
が
な
い
方

●
補
助
対
象
額　

最
高
70
万
円

　
（
う
ち
自
己
負
担
額
１
割
）

※
前
年
の
所
得
税
額
に
よ
っ
て
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
希

望
の
件
数
が
多
い
場
合
、
よ
り
重
度
の

障
害
が
あ
り
必
要
性
の
高
い
方
を
優
先

し
ま
す
。

●
締
め
切
り  

５
月
１
日
㈭
ま
で
に
用
意

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
９
８
８
）

　
　
（
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健

康
福
祉
課
）

種
か
ら
育
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
花
の
種
銀
行
」営
業
中

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
花
作
り
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
、「
花
の
種
銀
行
」を
開
設
し

て
ま
も
な
く
７
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
口
座
を
開
設
し
た
方
は
６
３
０
人
を
超

え
、
お
貸
し
で
き
る
花
も
１
５
０
種
類
と

な
り
ま
し
た
。
種
の
貸
し
出
し
は
通
年
実

施
し
て
い
ま
す
。
上
田
市
を
花
と
緑
の
あ

ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
４
〜
５
月
が
ま
き
時
の
種　

ア
ゲ
ラ
タ

ム
、
ア
ス
ク
レ
ピ
ア
ス
、
か
す
み
草
、

キ
キ
ョ
ウ
、
ケ
イ
ト
ウ
、
サ
ル
ビ
ア
、

千
日
紅
、ひ
ま
わ
り
、百
日
草
、ブ
ル
ー

サ
ル
ビ
ア
、
ヘ
ブ
ン
リ
ー
ブ
ル
ー
、
マ

今
月
の
表
紙

　第26回全国高等学校弓道選抜大会・
長野県予選会が昨年12月１日に小諸
市で開催され、男子団体戦を勝ち抜
いた上田東高等学校弓道班が全国大
会へ初出場を決めました。春休み中
も、凛

りん

とした袴
はかま

姿で総勢50人を超え
る部員が校内の弓道場で練習に励み
ました。張り詰めた空気と静寂の中、
精神力・集中力を鍛えます。「日ごろ
から緊張感を持たせるため厳しくし
ています。彼らは素直さがあるから
成長する」と笑顔で語る顧問で監督の
原知恵先生。「最後は選手自身の力」と
絶対の信頼を大平主将らに寄せてい
ます。

一射入魂 ! 上田東高等学校弓道班

��



上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
。

●
利
用
方
法　

市
役
所
公
園
緑
地
課
で
口

座
を
開
設
し
て
い
た
だ
く
と
、
ご
希
望

の
花
の
種
を
お
貸
し
し
ま
す
。
ご
家
庭

で
種
を
ま
き
、
花
を
楽
し
ん
だ
後
、
収

穫
し
た
種
の
う
ち
貸
し
出
し
相
当
分
を

返
却
。
失
敗
し
た
場
合
は
、
別
の
種
で

も
結
構
で
す（
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

で
も
貸
し
出
し
可
）。

●
口
座
を
開
設
で
き
る
方　

市
内
在
住
・

　

在
勤
・
在
学
の
方
、
種
を
ま
く
場
所
が

あ
り
、
花
を
育
て
管
理
し
た
い
方
、
種

を
寄
付
し
た
い
方
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４  

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
を

見
直
し
ま
す

　

平
成
19
年
度
よ
り
国
の
制
度
で
あ
る
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
場
か
ら
指
摘
さ
れ
た
多
く
の

問
題
点
を
踏
ま
え
、
制
度
の
基
本
を
維
持

し
つ
つ
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た（
制
度
の
名

称
も
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
）。
見
直
し
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　

①
面
積
要
件
の
見
直
し（
市
町
村
特
認

制
度
の
創
設
）、
②
認
定
農
業
者
の
年
齢

制
限
の
廃
止
・
弾
力
化
、
③
集
落
営
農
組

織
に
対
す
る
法
人
化
等
の
指
導
の
弾
力

化
、
④
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
の
充

実
、
⑤
農
家
へ
の
交
付
金
の
支
払
い
の
一

本
化
、
申
請
手
続
の
簡
素
化
な
ど
、
⑥
用

語
の
変
更
な
ど
に
よ
る
誤
解
の
解
消
。
詳

細
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

被
用
者
保
険
加
入
者
人
間

ド
ッ
ク
補
助
額
が
変
更
に

　

健
康
保
険
組
合
や
共
済
組
合
、
政
管
掌

保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険
に
ご
加
入
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
費

用
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
４
月
１
日
か
ら
医
療
保
険
者
に
特

定
健
康
診
査
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
額
が
６
月
１

日
以
降
の
受
診
分
か
ら
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
１
泊
人
間
ド
ッ
ク　

２
万
２
０
０
０
円

●
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク　

１
万
円

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

お知らせ
平成 20年度上田市中小企業制度融資のご案内
　上田市では、中小企業者の健全な発展を支援するために、長野県信用保証協会と市内
各金融機関の協力を得て低利の融資をあっせんしています。「原油や原材料高騰で収益
を圧迫されている」、「工場に耐震設備を施したい」などの資金調達にご活用ください。
●主な資金メニュー

資金名 利用対象者 利率 限度額 融資期間（据置期間）

中小企業資金 中小企業者 2.5％

運転：2,000万円 ５年以内（６か月以内）

設備：2,000万円
７年以内（６か月以内）
※土地建物は10年以内
（６か月以内）

小規模企業
事業資金

小規模事業者（信用
保証協会の保証残
高が一定以上ある
場合は利用できま
せん）

2.1％ 運転・設備合わせて
1,250万円 ５年以内（６か月以内）

経営支援資金
（原油原材料
高騰対策向け）

①セーフティーネッ
ト保証２号から６
号及び８号の認定
を受けた方
②最近３か月間の
平均売上高が前年
同期比０以下で、
主原材料の仕入れ
価格が上昇し、価
格転嫁できていな
い方

2.0％

運転：2,000万円
②は運転資金のみ ７年以内（１年以内）

設備：2,000万円 ９年以内（１年以内）

経営健全化
資金

①セーフティー
ネット保証７号の
認定を受けた方②
最近３か月間の売
上高が前年同期比
10％以上または最
近６か月間の売上
高が５％以上減少
している方

2.3％

運転：2,000万円 ７年以内（１年以内）

設備：2,000万円 ９年以（１年以内）

※別途、信用保証料が発生する場合があります。
※そのほかの資金メニューや手続き方法など詳細は受付窓口までお問い合わせください。
　 商工課　TEL23・5395（または各地域自治センター産業観光課）
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Information A La Carte

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　

県
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま

で「
緑
の
募
金
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。
募

金
の
多
く
は
、
地
域
に
お
け
る
環
境
緑
化

木
の
配
布
や「
み
ど
り
の
少
年
団
」の
育
成

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

　
　
（
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
産

業
観
光
課
）

パ
レ
オ
５
階
供
用
会
議
室
が

２
階
に
移
転
し
ま
す

　

４
月
９
日
か
ら
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
５

階
の
供
用
会
議
室
が
２
階
に
移
転
し
ま

す
。
収
容
人
数（
90
人
）、
利
用
料
金
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

移
転
に
つ
い
て
／

　
　

管
理
課　

TEL
23
・
５
１
２
９

　
　

利
用
方
法
に
つ
い
て
／

　
　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

平
成
20
年
度
各
種
検
診
の

開
始
時
期
が
変
わ
り
ま
す

　

今
ま
で
医
療
機
関
に
て
４
月
1
日
か
ら

実
施
し
て
い
た
市
の
大
腸
検
診
・
子
宮
が

ん
検
診
は
５
月
１
日
か
ら
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
・
前
立
腺
血
液
検
査
は
６
月
２
日

か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、新
し
く
始
ま
る
特
定
健
康
診
査
・

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
に
つ
い
て
、
医
療

機
関
で
の
実
施
は
６
月
２
日
か
ら
と
な
り

ま
す
。
４
・
５
月
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
今
回
、
平
成
20

年
度
各
種
検
診
申
込
書
に
て
検
診
を
申
し

込
ま
れ
た
方
に
は
、
検
診
ご
と
に
自
己
負

担
金
・
実
施
医
療
機
関
な
ど
を
明
記
し
た

案
内
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、市
が
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
・

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
る
際

は
受
診
券
が
必
要
で
す
。
申
し
込
ま
れ
た

方
に
は
、
案
内
通
知
に
受
診
券
を
同
封
し

郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参
の
う
え
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
種
検
診
の

受
診
を
お
勧
め
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い

た
40
歳
健
診
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
実
施

し
ま
せ
ん
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

お知らせ　前ページの続き

お知らせ
「うえだの四季」写真コンテスト
入賞者発表：冬の部「上田の冬景色」
　「うえだの四季」写真コンテスト：冬の部においては多
くの作品の応募ありがとうございました。今回の入賞者
を発表します（敬称略）。
●優秀賞（３名）　打江美恵子、小川稔、金井節子
●入選（10名）　押金拓夫、片桐忠義、古平真二、小林重明、
小林武彦、宮沢昭八、宮澤秀昭、目黒鉄也、柳原孝好、
山岸賢治

＜広告欄＞

　 商工課、観光課　TEL22・4100（内線1442、1424）

金井　節子
「二人の大手門」

小川　　稔
「共

と

有
も

池
いけ

の朝」

打江美恵子
「シルエット」
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

　
　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

　
　

真
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
72
・
９
０
０
７

　
　

武
石
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
85
・
２
０
６
７

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
は

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
か

　

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
75

歳
以
上
の
方
と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が

い
の
あ
る
方
が
対
象
）が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
加
入
者
の
方
に
保
険
証
を
郵
送
し

ま
し
た
が
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
か
。

　

３
月
ま
で
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
の
保
険
証
と
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証

の
二
つ
が
必
要
で
し
た
が
、
こ
の
４
月
か

ら
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
だ
け
で
、

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
険
証
は
、
一
人
に
１
枚
の
カ
ー
ド
型

で
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
の
で
、
な
く
さ
な
い

よ
う
に
大
切
に
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
証
の
内
容（
氏
名
・
生
年
月
日
・
住

所
な
ど
）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
22
・
４
１
０
０

　
　
　
　
（
内
線
１
３
６
７
、１
３
６
２
）

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
０
５
３

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
72
・
０
１
５
４

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
85
・
２
８
２
７

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

物件番号 所在地 種別 売却予定
面積

最低
落札価格

20-1-1 上田市天神四丁目
2017-4及び5 宅地 106.51㎡

（32.2坪） 7,500,000円

20-1-2 上田市中央二丁目
5220-3 宅地 52.21㎡

（15.7坪） 4,000,000円

・最低落札価格以上の金額で最も高い価格で入札された方
にお売りします。

・入札するには入札保証金（入札額の５％）が必要となりま
す。

・測量などの結果により面積が若干変動する場合がありま
す。

・競争入札によりお売りする市有財産●
申
込
期
間　

４
月
２
日
㈬
〜
16
日
㈬

●
申
込
場
所　

市
役
所
西
庁
舎
公
有
財
産

管
理
課

●
入
札
日
時　

４
月
24
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜

●
入
札
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
６
階
太
郎

の
間
、
千
曲
の
間

※
各
物
件
の
詳
し
い
情
報
及
び
申
請
書

は
、
公
有
財
産
管
理
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
現

地
説
明
会
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、
現

地
の
確
認
な
ど
は
希
望
者
に
お
い
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

公
有
財
産
管
理
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
７
０
１
）

催し
第１回たけしノルディックウォーキング
in 余里一里花桃の里
　紅白の花桃が咲き乱れる余里一里花桃の里で、メタボ
リックシンドロームに効果があるノルディックウォーキ
ングを体験してみませんか。
●日時　４月29日（火・祝）午前９時30分集合　※雨天中止
●集合場所　武石体育館駐車場
●参加対象　どなたでも（小学生以下は必ず保護者と一緒

に参加してください）。
●参加料　一人500円（レンタルストックの希望者は、別

途500円必要）
●コース　武石体育館から上余里までの間を往復（約９

㎞）。途中、昼食をはさんで午後２時30分ご
ろ帰着の予定。

●持ち物　ウォーキング専用ストック（無い方は30セッ
トのみレンタル可能）、弁当、飲み物など

●申し込み　申込書に必要事項を記入し４月18日㈮まで
に武石観光協会事務局へ申し込んでくださ
い。FAX、電話でも結構です。

※申込書は武石観光協会事務局にあります。または武石
観光協会ホームページからダウンロードできます。
　武石観光協会　TEL85・2828　FAX85・2313
　　http：//www.takeshikanko.com

＜広告欄＞
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を

基
本
に
、
こ
の
機
会
に
自
分
や
家
族
の
交

通
マ
ナ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

●
期
間　

４
月
６
日
㈰
〜
15
日
㈫

●
運
動
の
重
点　

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
、
自
転
車
の
安
全
利

用
の
促
進
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
、
生
活

道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防
止

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

市
民
の
森
ゴ
ー
カ
ー
ト
場

４
月
19
日
㈯
オ
ー
プ
ン

●
営
業
日
時　

４
月
19
日
㈯
〜
10
月
13
日

（
月
・
祝
）の
土
・
日
・
祝
日（
５
月
の

連
休
及
び
７
月
26
日
㈯
〜
８
月
17
日
㈰

ま
で
は
平
日
も
営
業
）

●
料
金　

１
周
／
１
０
０
円
、
11
周
券
／

１
０
０
０
円

　

市
民
の
森
管
理
事
務
所　

　
　

TEL
23
・
０
３
６
３

　
　

ゴ
ー
カ
ー
ト
場（
営
業
期
間
）

　
　

TEL
27
・
９
３
９
６

催
し

A La CarteInformation

こ
ど
も
の
日「
す
も
う
大
会
」

●
日
時　

５
月
５
日（
月
・
祝
）午
前
９
時

か
ら
受
付
開
始

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
相
撲
場（
陸
上

競
技
場
西
側
）

●
対
象　

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
児
、

小
学
生

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

４
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
体
育
課
ま
た
は
各
地
域
教
育
事
務
所

へ
。
当
日
、
会
場
で
受
付
の
確
認
を
行

い
ま
す
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

終
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し

映
画
上
映
と
監
督
を
囲
む
会

◇
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画「
終
り

よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
」上
映
会

　

日
本
で
の
先
進
的
な
在
宅
医
療
、
世
界

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

の
医
療
を
紹
介
し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す

る
か
を
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
40
分

●
場
所　

真
田
公
民
館（
真
田
文
化
会
館
）

●
チ
ケ
ッ
ト　

１
０
０
０
円

◇
羽
田
澄
子
監
督
を
囲
む
会

　
「
地
域
で
助
け
合
っ
て
生
き
る―
元
気

な
と
き
も
老
い
る
と
き
も　

自
分
ら
し

く―

」を
テ
ー
マ
に
羽は

ね

田だ

澄す
み

子こ

氏
ご
自

身
の
体
験
や
取
材
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交

え
て
お
話
い
た
だ
き
、
米
田
佐
代
子
氏

（
ら
い
て
の
家
館
長
）の
ほ
か
、
地
域
で

活
動
し
て
い
る
方
々
が
出
席
し
、
話
し

合
い
ま
す
。

　

自
分
ら
し
い
人
生
を
過
ご
す
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
、
何
が
必
要
か
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

４
月
13
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
ア
ゼ
リ
ア

（
真
田
町
長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
。

　

真
田
平
塚
ら
い
て
う
の
会（
花
岡
）

　
　

TEL
72
・
２
４
３
７　
　

小
根
澤
優
紀

デ
ビ
ュ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

●
日
時　

４
月
19
日
㈯
午
後
６
時
30
分
開

演（
６
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
内
容　

ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
よ
り「
私

の
お
父
さ
ん
」、ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ「
月
光
」

よ
り

●
出
演　

小お

根ね

澤ざ
わ

優ゆ

紀き

氏（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

木き

内う
ち

貴た
か

大ひ
ろ

氏（
ピ
ア
ノ
）

●
定
員　

先
着
70
名

●
入
場
料　

１
０
０
０
円

　
（
当
日
１
２
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
上
田
情
報
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
電
話
予
約
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

子
育
て
ひ
ろ
ば
が

変
わ
り
ま
す

　

つ
ど
い
の
広
場
を
は
じ
め
と
す
る
子
育

て
ひ
ろ
ば
が
、
川
辺
・
泉
田
地
区
防
災
セ

お知らせ　前ページの続き

＜広告欄＞
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

ン
タ
ー
会
場
を
新
設
す
る
ほ
か
、
開
設
日

や
時
間
を
拡
充
し
ま
す
。
変
更
の
あ
る
会

場
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

場　　所 開始日 月 火 水 木 金 利用時間
大星児童センター ４月８日㈫ ○ ○ ○

９：30 ～
　　12：30神科児童センター ４月８日㈫ ○ ○ ○

東塩田児童センター ４月７日㈪ ○ ○ ○

清明こども館 ４月１日㈫ ○ ○ ○ ○ ○ ９：30 ～
　　14：30

川辺・泉田地区
防災センター ４月８日㈫ ○ ○ 10：00 ～

　　12：00

丸子子育てサロン ４月７日㈪ ○ ○ ○ ９：30 ～
　　14：30

●対象　おおむね３歳位までの子とその保護者
●利用料　無料

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
無
料
開
放

●
日
時　

４
月
12
日
㈯

・
平
成
19
年
度
の
入
館
者
17
万
人
突
破
・

オ
ー
プ
ン
17
周
年
記
念
の
無
料
開
放

（
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
）

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
入

館
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
Ｗ
17
記
念 

桜
茶
」サ
ー
ビ
ス（
午
前
11

時
〜
午
後
２
時
）

・
入
館
者
に
割
引
券
進
呈

・
記
念
式
典（
午
前
９
時
30
分
〜
）舞
ド

リ
ー
ム
／D

ream
 KID
S

ダ
ン
ス
演
舞
、

先
着
50
名
に
招
待
券
進
呈

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

講
座
・
教
室

A La CarteInformation

平
成
20
年
度
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ（
前
期
）教
室

●
日
時　

４
月
26
日
㈯
〜（
全
10
回
）午
前

９
時
〜
11
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
内
招
魂
社
隣
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、
飲
み
物

●
応
募
期
限　

教
室
期
間
内
随
時
募
集

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
ま
で
。

　

上
田
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

　
　
（
猪
飼
）

　
　

TEL
０
９
０
・
９
２
４
４
・
０
２
５
０

第
３
回
カ
ラ
ダ
・
げ
ん
き

健
康
教
室
参
加
者
募
集

　

運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
作
り
に
、
楽

し
く
一
緒
に
カ
ラ
ダ
を
動
か
し
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

４
月
18
日
㈮
、
５
月
16
日
㈮
・

30
日
㈮
、
６
月
６
日
㈮
・
17
日
㈫（
全

５
回
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

上
田
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
南
庁
舎
２
階
）

●
内
容　

ダ
ン
ベ
ル
・
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ

た
貯
筋
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
い
す
や

青
竹
を
使
っ
た
有
酸
素
運
動
な
ど
。

●
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民
の
方

●
定
員　

先
着
20
名（
４
月
７
日
㈪
か
ら

電
話
受
付
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

種
か
ら
育
て
る
花
づ
く
り

講
習
会
〜
種
ま
き
実
技
編

　

春
の
種
ま
き
の
方
法
と
、
種
か
ら
育
て

る
ポ
イ
ン
ト
を
実
技
講
習
で
学
び
ま
す
。

●
日
時　

４
月
23
日
㈬
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分（
雨
天
決
行
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
櫓
下
駐
車
場

●
講
師　

武
田
正
男
上
田
市
農
業
バ
イ
オ

セ
ン
タ
ー
所
長

●
持
ち
物　

土（
市
販
の
培
養
土
、
プ
ラ

ン
タ
ー
の
土
）、
容
器（
プ
ラ
ン
タ
ー
、

鉢
な
ど
）、
種（
当
日
こ
ち
ら
で
も
用
意

し
ま
す
が
、
種
類
な
ど
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
好
き
な
種
を
持
参
す
る

か
事
前
に「
花
の
種
銀
行
」を
ご
利
用
く

だ
さ
い
）。

●
申
し
込
み　

４
月
21
日
㈪
ま
で
に
公
園

緑
地
課
へ
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

＜広告欄＞
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Information A La Carte

エ
コ
・
ハ
ウ
ス

わ
く
わ
く
講
座

◇
布
ぞ
う
り
作
り
・
２
回
コ
ー
ス

●
日
時　

４
月
21
日
㈪
・
28
日
㈪
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

●
持
ち
物　

ゆ
か
た
な
ど
木
綿
の
布
、
も

の
さ
し（
30
㎝
）、
は
さ
み
、
弁
当

●
参
加
費　

１
３
０
円

●
定
員　

10
名

◇
銀
粘
土
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

　

使
用
済
み
の
写
真
現
像
液
や
定
着
液
を

原
料
と
し
た
銀
粘
土
を
使
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
22
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
持
ち
物　

磨
き
作
業
用
ぼ
ろ
布
、
弁
当

●
参
加
費　

６
０
０
円

●
定
員　

10
名

　

エ
コ
・
ハ
ウ
ス　

TEL
23
・
５
１
４
４

　
　
（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

子
育
て
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
＆
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　

上
田
地
域
広
域
連
合
で
は
、「
〜
あ
そ
び

で
つ
な
ぐ
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜

上
小
地
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
活
用

事
業
、
子
育
て
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
＆

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。
子
育
て
支
援
の
輪
を
広
げ
る
と

と
も
に
地
域
で
の
活
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
す
る
た
め
、
実
技
体
操
や
情
報
交
換
の

ほ
か
、
元
気
ア
ッ
プ
ひ
ろ
ば
な
ど
で
実
践

演
習
も
行
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
26
日
㈯
、
５
月
25
日
㈰
、

７
月
27
日
㈰
、
８
月
30
日
㈯
、
９
月
28

日
㈰
、
10
月
25
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円（
傷
害
保
険
代
、

教
材
費
な
ど
）

●
対
象
者　

地
域
で
子
育
て
支
援
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
や
す
で
に
活
動
を

し
て
い
る
方
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る

情
報
交
換
の
場
を
お
探
し
の
方

●
講
師（
予
定
）　

犬
飼
己
紀
子
氏
、
小
岩

井
彰
氏
、
宮
尾
秀
子
氏
、
大
塚
い
づ
み

氏
ほ
か

●
申
し
込
み　

４
月
１
日
㈫
〜
13
日
㈰
の

間
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
東
信

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
へ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
電
話
で
、
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
後
日

書
類
を
送
付
し
ま
す
。

　

東
信
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　

講座・教室　前ページの続き

＜広告欄＞

募集
上田市スポーツ教室受講者募集
●対象　学生を除く市内在住、在勤の方
　※ソフトバレーボール教室は、25歳以上の男女
●受付期間　４月７日㈪～５月２日㈮
●申し込み　参加料を添えて体育課または各地域教育事務所へ
　　　　　　（定員になり次第締め切り）

教室名 曜日 開始日 時間 回数 定員 受講料 会場（※以外は城跡公園）

少林寺拳法（護身術） 月 ５/12～ 19：00～20：30 10 20 2,000 剣道場

ソフトバレーボール 月 ５/12～ 19：00～21：00 12 30 2,000 体育館

初心者卓球 土 ５/24～ ９：30～11：00 10 30 3,000 第二体育館

レクリエーション
卓球 月･金 ５/23～ 19：30～21：00 10 30 3,000 第二体育館

女性ソフトテニス 火 ５/13～ ９：30～11：30 10 20 3,000 東テニスコート

弓道 火 ５/13～ ９：30～11：0019：00～20：30 11 30 3,000 弓道場

バドミントン 火 ５/13～ 18：30～20：30 10 40 3,000 体育館

ナイターテニス 火･金 ５/13～ 19：00～21：00 10 60 6,000 古戦場テニスコート※

　 体育課　TEL23・6372

��



上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

　
　

TEL
０
９
０
・
４
４
６
１
・
５
４
２
３

　
　

FAX
49
・
２
３
７
９

　
　

E-m
ail

：tou-rec@
po14.ueda.ne.jp

　
　

上
田
地
域
広
域
連
合
企
画
課　

　
　

TEL
43
・
８
８
１
８

市
民
プ
ラ
ザ･

ゆ
う
各
種
講
座

　

申
し
込
み
は
４
月
10
日
㈭
、
昼
の
講
座

は
午
前
10
時
か
ら
、
夜
の
講
座
は
午
後
６

時
か
ら
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
窓
口
へ
受
講

料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
対

象
／
市
内
在
住
、
在
勤
の
方
。
託
児
あ
り

／
２
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
）。

◇
吹
き
矢
に
よ
る
呼
吸
健
康
法
講
座

　

血
流
、代
謝
を
促
進
し
身
体
の
活
性
化
。

●
日
程　

５
月
７
日
・
21
日
、
６
月
４
日
・

18
日
、
7
月
２
日
・
23
日
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時（
全
６
回
）

●
定
員　

15
名　

●
受
講
料　

１
８
０
０
円

◇
加
油
!!
中
国
語
入
門
講
座

　

簡
単
な
日
常
会
話
か
ら
の
基
礎
学
習
。

●
日
程　

５
月
19
日
、
６
月
２
日
・
16
日
・

30
日
、
7
月
14
日
・
28
日
、
８
月
４
日
・

18
日
、
９
月
８
日
・
22
日
、
午
後
１
時

45
分
〜
３
時
15
分（
全
10
回
）

●
定
員　

 

20
名　

●
受
講
料　

３
０
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
１
８
０
０
円
）

◇
初
め
て
の
！
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
講
座

　

基
本
ス
テ
ッ
プ
を
学
び
ま
す（
全
２
回
）。

●
日
程　

５
月
14
日
・
28
日
、
６
月
11
日
・

25
日
、
７
月
９
日
・
23
日
、
８
月
６
日
・

20
日
、
９
月
10
日
・
24
日
、
10
月
８
日
・

15
日
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
定
員　

20
名　

●
受
講
料　

３
６
０
０
円
、

◇
こ
れ
が
食
べ
た
い
！
美
味
し
い
家
庭
料

理
講
座

　

無
添
加
に
こ
だ
わ
っ
た
安
心
食
材
で
！ 

●
日
程　

５
月
８
日
・
22
日
、
６
月
５
日
・

19
日
、
７
月
３
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
５
回
）

●
定
員　

20
名　

●
受
講
料　

１
５
０
０
円（
別
途
材
料
費

３
０
０
０
円
）

◇
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
講
座（
着
物
着
付
け
）

　

着
付
け
と
礼
法
を
身
に
つ
け
ま
す
。

●
日
程　

５
月
７
日
・
21
日
、
６
月
４
日
・

18
日
、
７
月
２
日
・
16
日
、
８
月
６
日
・

20
日
、
９
月
３
日
・
17
日
、
午
後
７
時

〜
９
時

●
定
員　

10
名　

●
受
講
料　

３
０
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
２
２
０
０
円
）

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う　

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

女
性
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
教
室
参
加
者
募
集

●
日
程　

５
月
13
日
〜
（
火
曜
日
・
全
10

回
）　

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

北
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方（
学
生

を
除
く
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

２
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
７
日
㈪
以
降
随
時
募

集
、
電
話
で
体
育
課
ま
で（
参
加
費
は

振
り
込
み
と
な
り
ま
す
）。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

仕
事
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー

　

仕
事
の
基
本
を
学
び
、
組
織
や
個
人
の

能
力
を
引
き
出
す
場
づ
く
り
。
話
し
合
い

し
な
が
ら
、
自
分
の
い
い
と
こ
ろ
に
気
付

く
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

●
資
料
代　

５
０
０
円（
1
回
ご
と
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●
講
師　

末
広
繁
和
中
小
企
業
診
断
士

●
対
象　

中
小
規
模
事
業
所
、
個
人
事
業

者
、
起
業
者
、
従
業
員
、
個
人

　

日　　　時 仕事の基本

第５回 ４月18日㈮
18：30 ～20：00

対人関係を傾聴と質問でよく
する方法
―困っていること、燃えてい
ること、を引き出す―

第６回 ５月16日㈮
18：30 ～20：00

チームのいろいろな意見をう
まくまとめる方法
―あいまいな主張を明確にす
る―

第７回 ６月13日㈮
18：30 ～20：00

話を聞きながら“議論を見える
化”する方法
―議論を言葉や図などでうま
くまとめる―

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

＜広告欄＞

��



Information A La Carte

第
27
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

４
月
19
日
㈯
午
後
３
時
〜
４
時

（
参
加
料
無
料
、
予
約
不
要
）

●
場
所　

長
野
病
院
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

●
演
題
／
講
演
者　

食
事
と
健
康
に
つ
い

て
／
唐
沢
幸
好
栄
養
管
理
室
長

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

講
座「
近
代
日
本
文
学
の
曙
」

　

現
在
使
っ
て
い
る
話
し
言
葉
が
、
文
学

に
用
い
ら
れ
た
の
は
い
つ
か
ら
な
の
か
。

明
治
を
代
表
す
る
文
学
者
の
作
品
を
手
掛

か
り
に
、
近
代
日
本
文
学
の
源
流
に
さ
か

の
ぼ
り
、
近
代
化
が
及
ぼ
し
た
影
響
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
10
日
〜
10
月
22
日
の
間

　
（
全
10
回
）午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
講
師　

相そ
う

馬ま

正し
ょ
う

一い
ち

氏（
上
越
教
育
大
教

授
を
歴
任
、
現
在
岐
阜
女
子
大
名
誉
教

授
、
軽
井
沢
町
在
住
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
料
金　

９
０
０
０
円（
1
回
目
の
講
座

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

●
申
し
込
み　

４
月
７
日
㈪
か
ら
電
話
受

付
開
始
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

洋
ら
ん
植
え
替
え
講
習
会

●
日
時　

４
月
13
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

長
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

洋
ら
ん
の
植
え
替
え
講
習
会
、

洋
ら
ん
の
育
て
方
な
ど（
受
講
無
料
）。

●
持
ち
物　

植
え
替
え
た
い
洋
ら
ん
の
株
、

植
木
鉢
、
植
え
替
え
用
土
、
は
さ
み
、

割
り
は
し
な
ど
。

　

丸
子
洋
ら
ん
友
の
会（
久
田
）

　
　

TEL
43
・
３
５
７
１

募
集

A La CarteInformation

市
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
を
募
集
し
ま
す

●
施
設
名　

鹿
教
湯
温
泉
交
流
セ
ン
タ
ー

●
指
定
管
理
期
間　

７
月
１
日
〜
平
成
23

年
３
月
31
日（
２
年
９
か
月
）

●
主
な
業
務　

施
設
の
運
営
及
び
維
持
管

理
な
ど
。

●
応
募
資
格　

個
人
以
外
の
企
業
・
団
体

な
ど
で
、
指
定
管
理
期
間
中
、
安
定
し

て
施
設
経
営
を
行
え
る
者
。

●
応
募
方
法　

上
田
市
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
申
請
書（
様
式
第
１
号
）、

上
田
市
公
の
施
設
事
業
計
画
書（
様
式
第

２
号
）並
び
に
申
請
に
必
要
な
書
類
を
添

付
し
、
丸
子
産
業
観
光
課
に
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

４
月
18
日
㈮
必
着（
当
日

消
印
有
効
）

※
詳
細
は
、
募
集
要
項
及
び
仕
様
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

産
業
観
光
課　

TEL
42
・
１
０
４
８

「
私
は
貝
に
な
り
た
い
」

映
画
エ
キ
ス
ト
ラ
募
集

　

終
戦
後
の
一
市
民
の
悲
劇
を
描
い
た
、

フ
ラ
ン
キ
ー
堺
さ
ん
主
演
の
名
作「
私
は

貝
に
な
り
た
い
」が
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
中
居
正

広
さ
ん
主
演
で
リ
メ
イ
ク
さ
れ
ま
す
。

●
撮
影
日
時　

５
月
３
日
㈯
〜
５
日
㈪

●
集
合
場
所　

上
田
市
役
所
駐
車
場

　
（
撮
影
場
所
へ
は
バ
ス
で
移
動
）

●
募
集
内
容　

17
〜
40
歳
位
ま
で
の
男
性
、

た
だ
し「
坊
主
刈
り
」で
あ
る
こ
と（
太

平
洋
戦
争
時
の
陸
軍
兵
士
の
役
。
動

き
の
あ
る
芝
居
が
で
き
る
方
。
身
長

１
６
０
㎝
以
上
で
、中
・
高
校
生
も
可
）。

●
謝
礼
な
ど　

記
念
品
あ
り
。
撮
影
が
食

事
時
間
帯
に
及
ぶ
場
合
は
食
事
が
出
ま

す
。

●
そ
の
他　

グ
ル
ー
プ
で
参
加
す
る
場

合
は
、
代
表
の
方
が
人
数
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
３
日
間
連
続
で

出
演
で
き
る
方
大
歓
迎（
１
日
で
も
可

能
）。
撮
影
見
学
、
エ
キ
ス
ト
ラ
同
行

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
４
０
８
）

　
　

夜
間
・
休
日
受
付
携
帯
／

　
　

TEL
０
８
０
・
６
７
５
１
・
５
３
０
０

　

募集
「新技術等開発事業助成金」
「新産業創出グループ支援事業
助成金」
募集します
　商工課では、意欲ある事業者を支援するた
め、平成20年度助成事業の応募を受け付け
ています。
●応募期限　12月31日㈬
●応募先　市役所商工課、AREC
●助成事業

事業名 新技術等開発
事業助成金

新産業創出グループ
支援事業

対 象 者 市内の事業者 ３以上の事業者で構成するグループ

対象事業 新技術・新商品の開発など

新商品開発、販路開
拓などに関する共同
で行う調査研究など

助 成 率 ２分の１以内 ２分の１以内
限 度 額 300万円 50万円

　 商工課　TEL22・4100（内線1406）
　　AREC　TEL21・4377

講座・教室　前ページの続き
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

（
仮
称
）交
流
・
文
化
施
設

検
討
委
員
会
の
委
員
を
公
募

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
中
で
、
月
１
・
２
回
程
度
の
会
議

に
出
席
で
き
る
方
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
審
議
終
了
ま
で

（
平
成
20
年
度
内
を
予
定
）

●
審
議
内
容　

Ｊ
Ｔ
上
田
工
場
跡
地
に
お

け
る「
交
流
・
文
化
施
設
」と「
市
民
緑

地
・
広
場
」の
整
備
内
容
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
し
、
報
告
を
い
た
だ
き
ま
す
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
建
設
準

備
室
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）

に
、「
応
募
の
動
機（
２
０
０
字
以
内
）」・

「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
に
あ
ふ
れ
、
文
化
の

か
お
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
私
の
考

え（
８
０
０
字
以
内
）」と
題
し
た
レ
ポ
ー

ト（
書
式
自
由
）を
添
え
て
、
建
設
準
備

室
に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

●
締
め
切
り　

４
月
18
日
㈮

　

交
流
・
文
化
施
設
建
設
準
備
室　

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
１
１
７
）

上
田
市
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
受
講
生
募
集

　

日
常
会
話
が
で
き
る
程
度
の
手
話
と
関

連
す
る
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

５
月
17
日
〜
平
成
21
年
２
月
28

日
ま
で
の
間
の
毎
月
隔
週
土
曜
日（
全

20
回
）、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

上
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

市
内
に
在
住･

在
勤･

在
学
し
て

い
る
15
歳
以
上
の
方（
中
学
生
は
不
可
）

で
、
１
年
を
通
し
て
出
席
で
き
、
講
座

終
了
後
に
手
話
に
か
か
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方（
原
則
と
し

て
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方
）。

●
定
員　

20
名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

●
受
講
料　

５
０
０
０
円（
年
間
）

●
申
し
込
み  

４
月
18
日
㈮
ま
で
に
市
役

所
福
祉
課
、
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
健
康
福
祉
課
へ（
受
講
希
望
者
へ

申
込
書
を
送
付
し
ま
す
）。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
22
・
４
１
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
９
８
８
）

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

よ
い
歯
を
お
持
ち
の
方
を

大
募
集
し
ま
す

　

長
野
県
及
び
長
野
県
歯
科
医
師
会
で

は
、「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
母
と
子
の
部

●
応
募
資
格　

平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平

成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
３
歳
児

健
診
を
受
け
た
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

で
、
む
し
歯
や
歯
周
疾
患
が
な
く
健
康

な
歯
を
お
持
ち
の
方
。

●
応
募
方
法　

４
月
25
日
㈮
ま
で
に
市
役

所
健
康
推
進
課
ま
で
。

　

長
野
県
衛
生
部
健
康
づ
く
り
支
援
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
５
０

◇
高
齢
者
の
部

●
応
募
資
格　

平
成
20
年
３
月
31
日
現
在

80
歳
以
上
で
、
20
本
以
上
の
自
分
の
歯

を
有
し
て
い
て
、
お
口
の
手
入
れ
が
行

き
届
い
て
い
る
方
。

●
応
募
方
法　

５
月
15
日
㈭
ま
で
に
最
寄

り
の
歯
科
医
院
か
長
野
県
歯
科
医
師
会

ま
で
。

　

長
野
県
歯
科
医
師
会　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
７
・
５
７
１
１

◇
障
害
者
施
設
の
部

●
応
募
資
格　

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
利

用
者
の
歯
科
健
診
や
歯
科
保
健
活
動
を

行
っ
た
施
設
。

●
応
募
方
法　

５
月
15
日
㈭
ま
で
に
長
野

県
社
会
部
障
害
福
祉
課
ま
で
。

　

長
野
県
社
会
部
障
害
福
祉
課　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
４
９

国
税
専
門
官
採
用
試
験

●
受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月
２
日
〜

昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
、
昭

和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
次
に
該
当
す
る
方
。

①
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成
21
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

方
。

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
方
。

●
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

●
受
験
申
込
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
14
日

㈪（
14
日
通
信
日
付
印
有
効
）

●
申
込
書
提
出
先　

希
望
す
る
第
１
次
試

験
地
を
所
轄
す
る
国
税
局
ま
た
は
国
税

事
務
所

●
試
験
日　

第
１
次
試
験
／
６
月
15
日
㈰
、

第
２
次
試
験
／
７
月
28
日
㈪
〜
31
日
㈭

の
期
間
中
の
１
日

●
試
験
地　

第
１
次
試
験
／
高
崎
市
、
さ

い
た
ま
市
、
新
潟
市
、
松
本
市
ほ
か
、

第
２
次
試
験
／
さ
い
た
ま
市
ほ
か

●
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日　

７
月
８

日
㈫

●
最
終
合
格
者
発
表　

８
月
29
日
㈮

●
採
用
予
定
数　

約
１
２
０
０
名
／
全
国

（
変
動
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課　

試

験
係

　
　

TEL
０
４
８
・
６
０
０
・
３
１
１
１

　
　
（
内
線
２
０
９
５
、２
０
９
７
）

自
衛
官
募
集

●
募
集
種
目　

幹
部
候
補
生

　
（
一
般
・
技
術
・
歯
科
・
薬
剤
）

●
資
格　

一
般
・
技
術
／
20
歳
以
上
26
歳

未
満（
22
歳
未
満
は
大
卒
見
込
）、
歯
科

／
20
歳
以
上
30
歳
未
満
、
薬
剤
／
20
歳

以
上
26
歳
未
満

●
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
５
月
12
日

㈪
●
試
験
日　

５
月
17
日
㈯
／
一
般（
飛
行

要
員
除
く
）・
技
術
・
歯
科
・
薬
剤
、

５
月
18
日
㈰
／
一
般（
飛
行
要
員
）

　

自
衛
隊
上
田
募
集
事
務
所

　
　

TEL
22
・
５
２
６
７　

��



本人確認はいつから始まる
のですか。
５月１日から戸籍法・住民
基本台帳法の一部改正によ

り全国一斉に行われるようになり
ます。

本人確認はどのような方法
で行うのですか。
窓口に来られた方に、運転
免許証、写真付きの住民基

本台帳カード、パスポート、外国
人登録証など、写真付きの公的機
関で発行されたものを提示いただ
き確認します。

運転免許証など写真付きの
公的機関で発行されたもの

を持っていない場合はどうするの
ですか。

健康保険証、介護保険証、
学生証、年金手帳などの書

類を２点確認させていただき本人
確認をします。その書類も提示で
きない場合には、本人だったら当
然知っていると考えられる事項に
ついてお聞きし、本人確認をしま
す。

どうして本人確認をするの
ですか。
最近、他人が勝手に虚偽の
届出をしたり、不正に戸籍

謄本などの証明書を取得するとい
う事件が発生していることから、
これらを防止するために行いま
す。

本人確認の対象となる証明
書、届出は何ですか。
戸籍（除籍・改製原戸籍）謄
抄本、附票の写し、戸籍記

載事項証明書、身分証明書、受理
証明書、戸籍届出（婚姻・離婚・

養子縁組・養子離縁・認知）、住
民票（除票）の写し、住民票記載事
項証明書、住民異動届です。

他人の戸籍は取得できるの
ですか。
正当な理由がある場合に限
られます。交付請求書に本

籍、筆頭者を正確に書くことはも
ちろんですが、正当な理由がある
ことを交付請求書に詳しく記載す
ることが必要となり、他人の戸籍
は取得が厳しくなります。

虚偽の申請を未然に防止するため
に、皆さんのご協力をお願いしま
す。
　 市民課　TEL22・4100
　　　（内線1355、1399）
　　各地域自治センター
　　戸籍・住民担当課

うえ
だ

HOT VOICE

保野塩野神社廻り舞台
　

保
野
の
塩
野
神
社
廻ま
わ

り
舞
台
は
、
切
妻
造
の
主
屋
の

左
右
に
下
屋
を
付
け
、
義
太
夫
の
語
り
席
で
あ
る
下
座

を
設
け
て
い
ま
す
。舞
台
中
央
に
は
回
転
舞
台
を
作
り
、

舞
台
の
下
か
ら
こ
の
回
転
舞
台
を
廻
す
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
19
年
秋
の
修
理
で
は
、
各
所
の
補
強
を

行
い
、
舞
台
床
板
は
現
状
の
ま
ま
保
存
し
、
そ
の
上
に

新
し
い
床
板
を
張
り
ま
し
た
。

　

長
野
県
に
は
今
で
も
多
く
の
農
村
舞
台
が
残
っ
て
い

ま
す
。
県
内
最
古
の
舞
台
は
、
文
化
９
年（
１
８
１
２
）

築
の
丸
子
地
区
平
井
諏
訪
神
社
奉
納
殿(

市
指
定)

で
、

次
い
で
東
御
市
の
西
宮
歌
舞
伎
舞
台
、
同
市
東
町
歌
舞

伎
舞
台
、
青
木
村
宮
渕
神
社
舞
台
と
続
き
、
こ
の
上
田

市への質問や皆さんの疑問にお答えしていきます。
ご質問やご意見などを市役所秘書課（TEL22・3435）へ
お気軽にお寄せください。

ホット・ボイス

Q1

戸籍法・住民基本台帳法の改正があり、本人確認が
行われると聞きましたが、教えてください。

　 文化振興課　TEL23・6362

A1

５月１日から戸籍・住民窓口での法律上のルールが変わります。
これは、戸籍や住民基本台帳の記載内容の正確さを保つために、また、
個人情報の保護のために行うものです。婚姻、養子縁組などの届出や戸
籍謄抄本、住民票などの請求時に窓口に来られた方の本人確認を行うこ
とが法律改正により定められました。

Q2
A2

Q3

A3

Q4
A4

Q5
A5

Q6
A6

見
聞
録

��
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　太郎山のすそ野に広がる静かな住宅街に、
北保育園があります。昭和10年に農繁期の季
節保育所として誕生しました。そのころ、辺
り一帯には畑が広がっていたようです。名称
も「みひかり保育園」から「北国民保育園」と変
遷し、昭和43年に「上田市立北保育園」として
再出発し、地域の子どもたちの保育に当たっ
てきました。園庭には大きな桜の木が立ち、
ずっと保育園を見守ってくれています。
　当園の保育目標は、「意欲的に取り組む子
ども・思いやりのある子ども」です。自分の
ことを自分でやろうとしたり、興味をもって
遊ぶことを大切にしています。近くには文化
遺産でもある上田城跡公園があり、園外散歩では、
お堀や本丸跡を散歩したり、真田石、真田井戸な
どにも触れ、昔のお侍さんの気分になって遊びが
生まれてくることもあります。ちょっと足をのば
せば、ザリガニつりができる場所もあり、自然の

中で、友だちと「どうしたら釣れるかな」と考えな
がら遊ぶことを大事にしています。　　　
　また、保護者の方の自主グループによる絵本の
読み聞かせ「つぼみの会」が発足して６年目になり
ます。月２回ほど、お母さん方が絵本を持って保

育園に読み聞かせに見えます。「今日は何
のお話かな」と楽しみに待っている子ども
たちです。
　また、地域の方のご好意で貸していただ
いている畑を利用し、じゃがいも、さつま
いもなども栽培しています。野菜栽培は、
卒園生のおじいちゃん「畑の先生」が教えて
くれます。お家の方と一緒に土いじりをす
ると、虫、野菜など小さな命の大切さや、
野菜を作る人の気持ちに気づくことも多い
です。保護者の方と地域の皆さんと保育園
とで手を携えて、未来を担う大切な子ども
たちの成長を見守っていきたいと思います。

みんな　なかよし　保育園 北保育園キ
ラ
リ
☆
輝
く
こ
ど
も
た
ち
！

地
域
に
古
い
舞
台
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
の
築
に
な
る
と
、
生
島
足
島
神
社
歌
舞
伎
舞
台

（
県
宝
）が
あ
り
、
全
国
で
も
最
大
級
の
舞
台
と
い
わ
れ

ま
す
。
続
い
て
明
治
６
年（
１
８
７
３
）に
建
て
ら
れ
た

飯
田
市
麻
績
学
校
校
舎
は
、
校
舎
と
舞
台
を
兼
ね
て
い

ま
す
。
明
治
期
の
舞
台
は
集
会
場
や
学
校
と
し
て
利
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
農
村
舞
台
は
、
教
育
文
化
交
流

施
設
と
し
て
の
意
味
合
い
を
併
せ
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
明
治
７
年（
１
８
７
４
）保
野
の
塩
野
神
社

に
廻
り
舞
台
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
保
野
の
記
録
や
伝
承

に
よ
る
と
、
建
築
時
に「
舞
台
の
用
材
は
村
中
の
だ
れ

が
所
有
す
る
木
で
も
無
条
件
で
伐き

ら
せ
る
」と
約
束
し

合
い
、人
足
は
無
料
奉
仕
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

村
民
が
舞
台
建
設
に
か
け
た
情
熱
が
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
松
材
を
巧
妙
に
組
み
合
わ
せ
た
棟
梁
の
力
量
と
と
も

に
、
１
３
０
余
年
を
経
て
な
お
、
現
代
に
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。

EXPERIENCE UEDA

子どもたちが楽しみにしている保護者の方による読み聞かせ

友だちと一緒に　自然の中で　坂すべり

塩
野
神
社
●

塩
吹
池

学海団地

至神畑

至別所温泉 至塩田中学校

川西病院

保野

龍
昌
院
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スケッチ
四つ葉

参列者約150名が唱和

丸子金子図書館の「あおぞら号」

市民憲章碑
パネル除幕式 

月
６
日
、
市
役
所
正
面
前
で
新
市

発
足
２
周
年
記
念「
市
民
憲
章
碑
・

パ
ネ
ル
」の
除
幕
式
が
市
民
、
市
民
憲

章
起
草
委
員
ら
関
係
者
約
１
５
０
名
の

参
列
に
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
完
成
し
た
市
民
憲
章
碑
と

地域と本を結ぶ
「動く図書館」

か
ら
飛
び
出
た
虹
や
雲
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
な
ど
を
描
い
た
デ
ザ

イ
ン
が
楽
し
い
新
移
動
図
書
館
車「
あ

お
ぞ
ら
号
」の
出
発
式
が
３
月
13
日
、

丸
子
文
化
会
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。「
あ
お
ぞ
ら
号
」は
車
両
更
新
に
伴

い
、
巡
回
地
域
で
あ
る
丸
子
・
武
石
地

域
の
児
童
の
描
い
た
絵
の
中
か
ら
６
点

を
車
体
の
デ
ザ
イ
ン
に
使
用
し
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
馬
場
雄
二
先
生
の
指
導
の
も

と
地
域
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
色
合

い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
か
く
さ
幼
稚

園
と
み
な
み
保
育
園
の
園
児
へ
初
貸
し

出
し
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は「
ど
の
本

を
借
り
よ
う
か
な
」と
う
れ
し
そ
う
に

車
内
の
本
を
手
に
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

丸
子
金
子
図
書
館
で
は
、
昭
和
55
年

か
ら
移
動
図
書
館
車
を
運
行
し
て
お

り
、
丸
子
・
武
石
地
域
の
保
育
園
や

小
学
校
、
公
民
館
な
ど
７
コ
ー
ス
49
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
年
間
１
４
０
日
以
上
巡

回
し
、
本
の
貸
出
し
、
返
却
、
予
約
な

ど
を
行
い
ま
す
。
新
し
い
車
両
に
は
約

３
５
０
０
冊
の
人
気
の
絵
本
や
児
童

書
、小
説
な
ど
を
積
み
、「
小
さ
な
世
界
」

の
メ
ロ
デ
ィ
を
響
か
せ
て
各
地
域
へ
向

か
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
が
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
に
よ
る

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
を
合
図
に
、
初
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
は
、
日
本
語
に

加
え
、
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
中
国

語
で
構
成
さ
れ
、
国
際
的
に
も
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市

民
憲
章
の
唱
和
は
、
前
文
は
小
学
６
年

生
８
名
が
、
四
つ
の
本
文
は
参
列
者
全

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
込
め
て
行

い
ま
し
た
。

　

唱
和
終
了
後
、
碑
・
パ
ネ
ル
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
馬
場
雄
二
さ
ん
か
ら
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
セ
プ
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
特

製
パ
ネ
ル
は
、
全
国
的
に
も
地
域
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
誇
れ
る
上
田
城
千
本
桜
を

イ
メ
ー
ジ
し
た｢

サ
ク
ラ
木｣

を
使
用
。

特
製
パ
ネ
ル
は
４
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

へ
、
既
成
パ
ネ
ル
は
公
民
館
、
小
中

学
校
な
ど
約
80
か
所
へ
掲
示
さ
れ
ま
し

た
。 

3

本
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よさこい風「武石音頭Seven2007」完成！

記念公開シンポジウム

菅平高原の
魅力を語る

ふる里を愛する
心育てたい

る
里「
武
石
」で
踊
り
継
が
れ
て
き

た
武
石
音
頭
・
武
石
小
唄
を
後

世
に
伝
え
、
故
郷
を
愛
す
る
心
を
育
て

た
い

－

。
武
石
音
頭
・
武
石
小
唄
を
愛

し
保
存
す
る
会
で
は
、
若
い
人
た
ち
に

も
っ
と
武
石
の
踊
り
や
歌
に
親
し
ん
で

ほ
し
い
と
、
武
石
音
頭
を
テ
ン
ポ
の
よ

い
よ
さ
こ
い
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た「
武

石
音
頭
Ｓセ
ブ

ン

ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
２
０
０
７
」を
市

の
元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金
を

受
け
制
作
し
、
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
に
は
、
武
石
公
民
館
で

「
武
石
音
頭
Ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
２
０
０
７
」完

成
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
会
員
や
関
係
者

ら
約
１
０
０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
制
作
関
係
者
ら
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
祝
宴
で
は
、
着
物

を
着
た
伝
承
部
の
皆
さ
ん
が
従
来
の
武

石
音
頭
、
武
石
小
唄
を
披
露
。
そ
し

て
、
い
よ
い
よ「
武
石
音
頭
Ｓ
ｅ
ｖ
ｅ

ｎ
２
０
０
７
」の
お
披
露
目
。
新
調
し

た
赤
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
黄
色
の
法は
っ
ぴ被
を

ま
と
っ
た
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
諏
訪
ひ

ろ
み
さ
ん
の
生
の
歌
声
に
乗
せ
て
全
身

を
使
っ
た
力
強
い
踊
り
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
ア
ン
コ
ー
ル

の
声
が
沸
き
起
こ
り
、
会
員
の
皆
さ
ん

は
笑
顔
で
ア
ン
コ
ー
ル
に
答
え
て
い
ま

し
た
。

れ
、
日
本
を

代
表
す
る
ス

ポ
ー
ツ
関
係

者
４
名
が
、

菅
平
の
魅
力

や
今
後
の
課

題
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま

し
た
。

　

五
輪
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の

荻
原
健
司
さ

ん
は
、
出
身

地
の
草
津
町

と
比
較
し
て

「
菅
平
の
恵

ま
れ
た
ス
キ
ー
環
境
を
生
か
し
た
子
ど

も
た
ち
の
育
成
や
ま
ち
づ
く
り
を
」と
提

案
。
元
マ
ラ
ソ
ン
五
輪
代
表
の
瀬
古
利

彦
さ
ん
は「
箱
根
駅
伝
に
出
場
す
る
多
く

の
チ
ー
ム
が
菅
平
で
合
宿
し
て
い
る
」

と
し
、
陸
上
長
距
離
の
合
宿
地
と
し
て

の
立
地
条
件
の
良
さ
を
説
明
し
ま
し
た
。

元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
上
田
昭
夫
さ

ん
は「
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
集
ま
る

利
点
を
生
か
し
た
交
流
・
連
携
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」と
提
言
。
東
大
准
教

授
で
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
医
の
渡わ
た

会ら
い

公

治
さ
ん
は「
科
学
や
医
学
の
面
か
ら
選
手

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
整
備
の
検
討
を
」

と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
座
長
の
母
袋
市
長
が
、「
総

合
的
に
菅
平
高
原
の
将
来
を
考
え
る
時

期
が
き
て
い
る
」と
総
括
し
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
終
了
し
ま
し
た
。

ふ

平
高
原
ス
キ
ー
場
開
設
80
周
年
と

早
稲
田
大
学
創
立
１
２
５
周
年
を

記
念
し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
日
本

の
ス
ポ
ー
ツ
と
菅
平
高
原
」が
３
月
１

日
、
菅
平
小
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ

菅
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人の動き （平成20年3月1日現在）

「十勇士のかわいいキャラクターがあったらいい
のに」と提案してくれたのは、10歳の中曽根星
矢くんです。
「誕生日が真田幸村の命日とされる日と同じとい
うこともあり、真田氏・十勇士に特別な思い入
れがあるようです」とお母さんの中曽根さやかさ
んは言います。日本動画協会主催「アニメキャラ
クターへの手紙」作文コンクールで、猿飛佐助へ
の思いを書いてグランプリを獲得！本を読んだ
り、ゆかりの地を訪ねたりして真田氏について学ぶうちに家族全員が大ファ
ンになりました。「自分たちの故郷が、真田氏ゆかりの地であることがうれ
しく誇りに思えるようになりました。家族の次の目標は、和歌山県九度山町
の昌幸、幸村のお墓参りに行くことです」と笑顔のさやかさん。星矢くんは
自分で描いた「CHIBI　 CHIBI　十勇士くん」をみせてくれました。

真田氏・十勇士が大好き！
中曽根星矢（なかそね・せいや）くん

し
き
お
り
お
り
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